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査読付論文

ポストコロナ時代における未就学児を持つ
母親のワーク・ライフ・バランス
－山梨在住母親のインタビュー調査結果から－

Work-Life Balance of Mothers with Preschoolers in the Post-Coronavirus Era :
Interviews with Mothers Living in Yamanashi Prefecture

劉　　　楠
Nan Liu

要旨
　コロナ自粛で特に顕著になったのは、育児にかかわる家庭外部の社会関係資本が変化または減
少したことである。これらにより、夫婦の役割分担の再調整、父親の育児促進と地域の育児支援
をより一層推進させる必要があると考えられる。
　本研究は、就労母親当事者の視点から、ワーク・ライフ・バランスを保つための工夫を明かにし、
また、テレワークを積極的に導入する会社で勤務する母親の抱える葛藤等を明かしたうえ、女性
における生活と仕事の調和を促進する施策への提案を目指す。
　山梨県在住している母親６名を対象にインタビュー調査を行った。結果、自粛前後、家庭内に
おける役割分業にあまり変化がみられなく、むしろ母親規範が深まり、母親のワーク・ライフ・
バランスが保ちにくいことが結論づけられる。子育てサポート体制の再構築が急務と示唆される。

キーワード：ワーク・ライフ・バランス、母親役割、有職女性

英文要旨
　　　This study aims to explore the effects of the coronavirus pandemic on working mothers 
residing in Yamanashi prefecture. It employs the personal-interview method to examine modern-
day division of roles between husband and wife, and investigate the conflicts imposed on 
working mothers by the necessity of remote work. 
　　　In relation to these, the study finds that the pandemic, while restricting social capital 
to the confines of home, has not realigned traditional roles within the family. The overall 
responsibilities of working-mothers have increased, thereby affecting their work-life balance 
further.  In conclusion, the study reinforces the need to build a pandemic-adjusted child support 
system in Japan. It also proposes measures, such as paternal childcare, and community childcare 
support to promote work-life harmony among working mothers in Japan. 

Keyword: ��work-life balance; mother's role; working mothers
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Ⅰ　背景と目的
　昨年春、緊急事態宣言が出され、その後自粛生活が余儀なくされて、社会の細胞である個々の家族には、
様々な変化が起きた。自粛に伴い、家庭に仕事の持ち込みでテレワークの増加、さらに学校教育ではオン
ライン授業の推進による自宅学習も増えている。もともと「生活の場」となる家庭には、「仕事の場」、「教
育の場」といった機能が拡大（田,2021）されつつである。
　コロナ自粛で特に顕著になったのは、育児にかかわる家庭外部の社会関係資本が変化または減少したこ
とである。これらにより、夫婦役割分担の再調整、父親育児促進と地域の育児支援をより一層推進させる
必要があると考えられる。本研究は、就労母親当事者の視点から、ワーク・ライフ・バランス（生活と仕
事の調和）を保つための工夫を明かにし、また、テレワークを導入する会社で勤務する親の抱える葛藤等
を明かしたうえ、女性における生活と仕事の調和を促進する施策への提案を目指す。
　厚生労働省から「新しい生活様式」が打ち出され、全国範囲でテレワークが推進されてきた。また、総
務省（2009）によると、テレワーク（本稿では「在宅勤務」と称す）とは、情報通信技術を利用し、時間
や場所を有効に活用できる柔軟な働き方を指しており、その意義において、従業者のワーク・ライフ・バ
ランスの実現と、「出産・育児」などのライフイベントと「仕事」の二者選択を迫る状況を緩和すること
などにあり、そのほか、柔軟な働き方により生産性の向上も一つの意義としてあげられている。
　そこで、山梨県のテレワークの実施割合について近年の調査報告を見てみよう（239社のうち101社か
らの回収結果、回答率42%）。職種別においては、「経営層（役員）」「管理職（課長職以上）」では平均が４％
となった。「内勤職」（事務職･専門・技術職等デスクワーク）では同６％、「外勤職」（営業・集金・配達・
警備等社外で勤務）では同５％となった。各職種ともテレワークが占める割合は１桁台に留まった現状が
明かにされた。

図１　業務時間に占めるテレワーク時間の平均割合 
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　上述のように山梨県では在宅勤務が少ないものの、本稿では山梨県を研究対象地域とした意義がある。
東京等大都市と異なり、地方の山梨県では、在宅勤務推進の対応に出遅れている現状にあり、コロナ感染
と仕事の両立、ワーク・ライフ・バランス推進について社会的な理解が低くて配慮がなされないゆえ、女
性の負担が増える可能性があると考えられる。
　よって本稿では、ポストコロナ社会の今、家事育児の担い手とされてきた母親たちは、ワーク・ライフ・
バランスにおいてどのような変化があったか、また、これらの変化に対してどのように対応されてきたか
を検討したい。
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Ⅱ　先行研究および本研究の検討課題
（１）母親役割と母親規範に関する研究の歩み
　母親規範とは、「母性愛やこども問題に対する母親の責任など」を指す（山根2008 p.69）。そして「母性愛」
が近代日本家族で求められ、妊娠や出産、授乳など世話という意味に加え、母親が愛情深く献身的に我が
子を育むという意味（増子2019）で用いられる。このような考えを規範として内面化しながらも実現で
きず重荷に感じている母親が多いと指摘される（増子2019）。
　これまで日本の母親規範の研究蓄積を概観すると、母親が育児の担い手としての維持を強調する見方が
強い。1990年代において、大日向（1999；2000）は、新しい母親意識として「子育てにマニュアルを求める」
等完璧な母親像を求める傾向と、「公園デビューを求める」等、母親でありながら自己実現を求める傾向
を指摘する。そこで、母性観のゆがみと、母子密着状態による不安定さを指摘した。
　2000年代では、仕事と家庭の両立支援と裏腹に、子どもの発達段階に応じた中断再就職のキャリア・
デザインに現実味をもつ（舩橋2006）。他方で、「男性は仕事と育児、女性は育児優先」といった新しい
役割意識が指摘される（舩橋2000）。さらに、山根（2008）は都市近郊に住む母親（専業主婦層）の調査
から、母親たちは、異質な他者と出会う「社会」ではなく、同質性の母親同士のつながりの中で、かろう
じて自己を保っていることを指摘した。そこで、母親は子育ての担い手とする実態と規範が変わらず、新
たな困難を象徴的に現れていると指摘した。
　2010年代に入ると、2015年に政府は「女性活躍推進」政策を打ち出し、女性の就業選択や活躍機会を
広げる女性就労支援政策を実施した。しかし一方、女性たちは実質の「産み育ての自己責任化」により、
女性の労働と家庭での家事・ケア労働両方の重責を増やした（元橋2021）のではと指摘された。他方、
父親育児について、多賀（2006）によると、父親は仕事と育児のはざまで、夫婦間の性別役割分業の揺ら
ぎと葛藤を抱えており、現状は複雑化していることが問題視されている。
　そして2020年のコロナ禍が始まってから、こどもを中心に据えた愛情豊かな家族にはどのような変化
がみられたか。次節でまとめることとする。

（２）コロナ禍による働き方と家事・育児分担の変化
　イギリスで行われた調査結果によると、感染の拡大を防ぐためのロックダウン政策はジェンダー格差を
拡大させ、在宅勤務は男女分業を強化させているのではないかと、山下（2021）が指摘した。
　ロックダウン政策実施前から、在宅勤務は、女性が仕事と育児を両方行うのを支える制度となり、育児・
家事労働における男女分業を強化していた。すなわち、在宅勤務の男性は労働時間を増やす傾向があるも
のの、女性は家事育児時間を増やすことを報告されていた（ChungandvanderLippe,2020）。
　ロックダウン政策実施前から、家電（食洗機、ロボット掃除機等）の普及により家事時間が減ったにも
かかわらず、ロックダウン政策による学校の休校が始まってから、児童・生徒は自宅学習、保護者は在宅
勤務が増え、オンライン会議が増えるなか、特に専門職の女性の間で、子育て時間が増加する傾向を報告
された。なぜなら、中産階級の母親は、在宅中の子どもへの配慮などに多くの時間を費やすことから、母
性愛の規範や母親役割が強化されたと説いている（Wishart,DunatchikandSpeight,2019）。
　次に日本に目を転じよう。日本では、在宅勤務による「公私混合」（亀田2020）は男女ともにみられる
という。昨年オンラインで実施された「夫婦の育児・家事に関する意識調査」の結果（リンナイ2020）
によると、コロナ禍で勤務時間の短縮や在宅勤務などによって在宅時間が増えたと答えた対象者に、コロ
ナの前と比べると、約６割が『家事の分担をするようになった』と答えた。そこで在宅時間の増加によっ
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て、男性も女性も家事の分担率が上がっていることが明かにされた。
　一方、男性よりも女性の負担が大きいという報告も同時にされている。「第１回新型コロナによる暮ら
しの変化に関する調査」によると、男性の方が勤務先への出社が減少し、在宅勤務等のテレワークが増加
している割合が高く、働き方の変化が大きかったが、家事時間の増加については女性が男性を大きく上回っ
た（村松2021）。
　また、家事だけではなく、育児時間の変化も顕著にみられた。同調査によると、高校生以下の子どもを
持つ夫婦においては、育児に割く時間が増えた割合は、女性が男性の２倍と女性が男性を上回った。さら
に2020年６月頃は、１月頃より、自粛の長期化を背景に、家事育児負担が特に女性におしこんでいた（村
松2021）。その後の見通しとして、子どもの登園・登校の再開することにより、自宅（空間）・親元（世
話役に母親が多い）から離れるにつれ、女性には、仕事できる空間や時間の確保ができ、ゆとりが増える
可能性も否定できない（村松2021）と推察された。

（３）母親のワーク・ライフ・バランスを支える同居・近居の祖父母力
　家族成員間の助け合いがあるからこそ、子育て期の親、特に有職女性はワーク・ライフ・バランスが取
れやすく、生活基盤が整えやすいと報告されている（劉2016）。また、妻母と夫母との近居が正規就業を
促進する効果については、夫母との同居はむしろ非正規就業を促進する可能性があり、妻の母親の支援が
あれば有配偶女性が正規就業に持続就業しやすいことを示唆された（千年2017）。
　次に、山梨の現状を整理しよう。山梨では、子育て期と思われる20～40歳代の、就労女性の割合としては、
20 ～ 40歳代どの年齢層においても、７割以上の女性が仕事しているという回答を得た（図２）。ただし、
このデータでは、子どもを持っていない女性も含まれるため、就労母親の割合が明かにされていない。

図2　山梨県の就労女性の割合

出典：平成27年度男女共同参画に関する市民意識調査調査報告書p.47.

　山梨県では、政治・職場など様々な場において女性の参画が進んでいない理由について、「男性優位の
習慣的な組織運営」が最も高い割合（内訳として政治の場は74%、市や県の新規会や委員会等57%、自治
体や町内会45%、職場34%）になった。山梨県では女性の参画がまだ低い現状にあり、なかには未就学児
をもつ有職女性の状況が明かにされていないことがうかがい知る。よって、本稿では、以下の本研究の検
討課題を立てて検証していく。
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（４）本調査研究で検討する内容
１．�ポストコロナ時代では、家族外の育児サポートネットワークが手薄になると考えられる。家族内では

子育てが母親に集中し、母親規範がどのような変化があったか。
２．�子育て期の親のワーク・ライフ・バランスは、どのように保たれているか。継続就労のためどのよう

な問題点を抱えているか。

Ⅲ　方法
　山梨県在住している母親の多様な就労状況（正社員、パートタイマー、家族従事者等）と職種（事務職
等）に着目しつつも、父親の単身赴任または三世代同居・近居等といったバラエティーの富んだ多様な家
族形態を取り上げた。それぞれの母親が抱えている子育ての悩み、とりわけコロナ自粛中とその後の変化、
子育て状況、生活・仕事の調和などについて、聞き取り調査を行った。2021年２～４月頃、対象者の自
宅または大学等公共施設で１時間程度半構造化インタビュー調査を実施した（詳細はインタビューガイド
に参照すること）。研究倫理においては、インタビュー調査は対象者に主旨説明、承諾を得た上で実施し、
逐語記録作成の後は本人による確認を行った。論文等においては個人名、会社名などは、すべて略記号に
置き換え、特定できない表記にし、個人情報保護に務めた。
　分析資料は、協力者の承諾を得た上で録音し、後に文字データとして起こしたものとした。分析におい
ては、質的データのコーディングと概念化の方法（佐藤2008）を参照した。分析にあたっては、コロナ
禍でワーク・ライフ・バランスが現れる語りを抽出し、それぞれの語りのキーワードに注目して、語りの
多様性と共通性に配慮しつつカテゴリーの生成と概念化を行った。その結果、自粛生活における「在宅勤
務の家庭生活への影響」、および山梨県の「多様な家族形態とポストコロナ時代における子育て」の２つ
のテーマが析出された。分析に際しては、共通する語りの背後にある社会慣習や母親規範といった要因に
も注目した。また、語りの引用に関しては、本文における短い引用は「」にて挿入し、２行以上にわたる
場合は段落を改め、いずれも下線で表示している。
　本調査では母親６名を対象とし実施したが、そのうち、Kさんの夫もインタビューに参加し、Kさんの
みは夫婦のペアデータが得られている。分析結果にはKさん夫の語りは本人の発言であるが、Kさん以外
の夫の語りに関しては、それぞれ夫について妻が語った内容である。
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表１ 対象者の属性一覧表
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Ⅳ　分析結果
１．在宅勤務の家庭生活への影響

（１）在宅勤務中、仕事と家庭生活における境の曖昧さ
　山梨県では、2020年３～５月緊急事態宣言発令された当時、一時保育施設が自粛することがあった。
その後、自粛の長期化があるものの、保育施設などは機能停止といったことがなかったため、2020年３
～５月緊急事態宣言中と2021年２～４月ポストコロナ期を比較することとした。
　緊急事態宣言下の自粛生活および在宅勤務の状況を親たちに確認した。「在宅勤務中は忙しい」と対象
者が口を揃って語った。
　第一に、緊急事態宣言で保育園が閉園になったので、子どもが同じ空間にいることで在宅勤務中に業務
が進まないことを打ち明けてくれた。これは、母親のみならず、在宅勤務中の父親にも共通してみられる
ことであった。　
　別々の部屋で「じゃあ、パパはもうお昼まで出てこないよ」とかってなっても一人でいられないから、
もう同じ部屋でもう普通に遊んでた（Kさん夫、５歳、女の子）。
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　（祖父母同居中）みんなで協力しあって。子どもが下（１階）にいて私が２階で仕事しているとか。結局「マ
マ」ってなって「なんとかがない」･･･呼びに来て、私が下に行って対応するみたいな（Aさん、３歳、
女の子）。
　また、「仕事ができるわけではない」という在宅勤務は、あくまでも緊急時の対策であった。該当期間
中、在宅勤務していた父親は２名いたが、ほか全員出勤した。２名の父親においては「一日おき在宅勤務」
と「臨時在宅勤務」２パターン分けた。「一日おき」とは、緊急事態宣言下、自宅勤務を一日おき在宅勤
務で実施したことを指す。
　仕事に関する個人情報･･･持ち出せないから、･･･説明書みたいなもの･･･を持ってきて家でみたりす
るぐらい。携帯は常に持っていて、いつでも対応できるようにはしていたぐらいで、何か出来るっていう
わけではなかった（Kさん夫、５歳、女の子）。
　ここでいう「臨時在宅勤務」とは、妻が体調を崩した時、単身赴任中の夫は、山梨に戻り、妻と子ども
の看病をしながら数週間ぐらいに在宅勤務のケースであった。Xさんの夫の仕事内容は、専用装置を使う
ため、「１つのパソコンあれば自宅で在宅勤務ができるわけではない」（Xさん、５歳、男の子）。上記X
さんの夫の場合、在宅勤務を申請したが、実質的には年次休暇の扱いと推察できる。
　他方、製造販売の職業（Yさん夫）、建設・採掘の職業（Bさん夫、Xさん夫）は、仕事の打合せが自宅（ま
たは事務所）でオンライン会議を行い、遠方までの出張がほとんどないと、夫の仕事状況について妻が語っ
た。それは県越の出張が減ることで、感染拡大を避けるための取組と考えられる。ただし、緊急事態宣言
中とその後も変わらず、出勤スタイルであった。
　緊急事態宣言が出て、会社勤めの父親（Aさん夫）は帰宅時間が早まったのが、ただしそれは１回目の
緊急事態宣言中と限定された。
　１回目の緊急事態宣言は（会社から）早く帰るように言っていて（夫が）７時で帰宅･･･普段早くても
９時、今回（調査時点で）は普通に働いている（Aさん、３歳、女の子）。
　他方、Bさんの夫は夜勤スタイルで勤めており、朝方帰宅するが、緊急事態宣言中でも変わらなかった
という。ほか、Yさんは、「生産・販売」自営業していて、在宅勤務がないというよりも、そもそも自宅
兼職場という環境である。
　ちっちゃい家内工業だけど一緒の作業ができない。たぶんね、喧嘩しちゃうから。家で切り替え･･･で
きない･･･やっぱ生活にも持ち込んじゃうかな（Yさん、６歳、女の子）。
　このように、妻の語りから、仕事にプライベートを持ち込むライフスタイルには、仕事とプライベート
の境界線が明確に分けられないという悩みを抱えていた。

（２）在宅勤務制度の使いにくさ
　母親Aさん、Bさん、Kさん、Xさん、Yさん５人ともに事務職に就いているが、しかしながら、分野
と仕事内容が異なり、在宅勤務の状況においてばらつきが見られる。AさんとXさんのみは、緊急事態宣
言を機に、職場で在宅勤務が開始したが、ほかの３名は勤務スタイルに変化がなかった。
　在宅勤務が進まない理由としては、職場における、コロナ前からの慣行があり、すなわち、出勤しなけ
れば仕事ができないという考えが根強かった。
　Aさんの会社は在宅勤務を推奨しているため、仕事の状況を見ながらAさんが在宅勤務を申請した。し
かしながら、自宅勤務予定表を入れている部署がわずか一部だったことが、後でわかった。申請も個人に
よる申し入れでの調整という「水面下」で成り立っていることで、申請しにくい現状である。さらに、職
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場の雰囲気としては、在宅勤務申請者への偏見や無言のプレッシャーもあったという。
　そこの部署は「在宅しているから、暇ってことだね」。結局在宅＝みんな休みみたいに思っている。（A
さん、３歳、女の子）。
　それでも、Aさんが週数回在宅勤務を申請し続けていたが、「在宅＝休み」と思われたため、他部署の
仕事が急に回ってきたこともあるという。
　次に、Xさんのケースを見てみよう。Xさんの職場では、2020年緊急事態宣言中は週１日在宅勤務だっ
たが、以降基本出勤（週５日）スタイルに戻った。子どもが急な病で病院に行くときは、半日在宅を上司
に申請し、「在宅勤務」として調整する。
　基本は出勤ですね。やっぱやむ得ない事情があったときは在宅。･･･結局、子どもが何か急な事で病院
に行かないといけないときはだいたい午前休んで病院行って、午後出勤していますね（Xさん、５歳、男
の子）。
　この文脈で言った「在宅勤務」が「子の看護休暇」に相似しており、出勤しないことが休みとして位置
づけられていると推察する。勿論、出勤しないといけないことは、仕事内容と関係するのであろう。
　どうしてもお客様相手（だから職場に）出てきちゃった方が仕事の効率がいい。･･･言いにくいという
ものもある･･･プロジェクトのことだから、その書類を家に持ち帰りたくない（Xさん、５歳、男の子）。
　つまり、在宅勤務できるかどうか、仕事内容がそれを左右するもう一つの影響要因であろう。また、理
想的には出勤か在宅かについては、Aさんとしては個人的積極的に申請しようとするが、一方で、Xさん
は「併用できて、時と場合で選べる」のが理想的という。
　本節では、父親にとって在宅勤務は緊急事態宣言下の特殊対応であったことに対し、就労母親にとって、
在宅勤務という働き方は、自粛生活が長引くポストコロナ時代こそ、需要が高まると考えられる。一方で、
対象者の勤め先では、在宅勤務導入できる業種が少ないものの、導入された企業においても部署間の不均
衡などの課題が残される。もともと在宅勤務は、従業者の、「出産・育児」などのライフイベントと「仕事」
の二者選択を迫る状況を緩和することなどにあり、そのほか、柔軟な働き方により生産性の向上も一つの
意義としてあげられている（前掲総務省 2009）。しかし、本節の結果からは、育児期の母親は出勤できな
い場合、在宅勤務を申請し、そこで「休暇扱い」とされた現状から、在宅勤務の実施における、在宅しな
がら生産性の向上を目指していくという理想な姿から少し軌道を外れていることが明らかになったと言え
よう。

２．多様な家族形態とポストコロナ時代における子育て
（１）単身赴任家族
　単身赴任中の父親は、これまで数回「自粛」宣言された中、両地に行き来するが、その理由としては「我
が家不要不急ではない」という考えである。また、家庭内の分業としては、週末、子どもの習い事の送迎
について父親が担う。ゆえに、県越えの移動でありながらも、家庭内のニーズにより父親が週末帰ってくる。
　必要な人･･･家事育児を回してお互い仕事しているので、自分も帰らなきゃ ･･･家の事･･･子どものこ
ともやらなきゃ、意識としてあるので（Xさん、５歳、男の子）。

（２）共働き核家族
　共働き核家族のKさんは、祖母が他界し、夫婦二人で子育てしながらお互いに仕事するため、自粛生活
では「夫と代わる代わる仕事を休んで、娘の様子を見ていた」（Kさん）。その後、家事も育児も、「ちょこちょ
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こ話合いながら･･･ざっくり変えて」いる。夫婦間の話合いが日々積み重ね、保育園の休園などといった
大変な時期に乗り越えられたと推察できる。
　ただし、Kさんは仕事を休んだことに対して、「仕事が気になる･･･行かなきゃいけないっていう頭が
やっぱりあるので･･･娘が病気にかかっちゃうと困るから家にいなきゃいけないし･･･いつ解消されるの
かわからない･･･困惑」していた時期もあり、内心で深く葛藤していた。

（３）祖父母と同居または隣居
　住居が同じ敷地内であるため、YさんとAさんは「急にお出かけしないといけない時、数時間頼める」
こと、共通している。
　義父母と同じ敷地内に住む家族従事者のYさんは、義父母との関係が良好であり、あまり干渉してくれ
ることがないけど、気になるという。何を気になるかについては、嫁として「どういう風に見ているか」
である。家族経営のため、事務職を兼ねて働いているが、実際に午後以降は家事育児という家庭内の仕事
に移行する。他方、隣居の相互扶助の関係について、以下の事例を取り上げた。子どもの熱性けいれんに
あった緊急な場合、義母に助けてもらった経験があったという。
　寝かせた方がいいの？こう（抱っこ）したほうがいいの？それさえ、まったく分からない･･･義母さん
にちょっと見てもらって自分で救急車を呼んだ。怖かったね（Yさん、６歳、女の子）。
　日頃、仕事も子育ても助け合いながら過ごしているが、Yさんは母親として「出かけても家の事が気が
かりでしようがない」と語り、同じ事に対して、夫が「別に何とも思わん」と言ってくれた。そこから、
母親ならではの考え、という意識を明確にできたという。また、子どもが遊んでいた時のけがについても、
母親自身の責任と認識している。
　駐車場でこけて･･･目の上のところにぶつけて･･･それがね、うちが悪かったな、と思って。･･･たと
え見ていたとしても、そんな瞬間、救えないじゃん･･･でもそれが母親（Yさん、６歳、女の子）。
　一方、Aさんが「みんなで協力して、子育てもしていこうねといって」実の親と同居している。周りか
ら、「子育てをちゃんと祖父母からサポート受けている」と言われるが、本人は親と同居することで、実
の母娘だからこそ、気遣いがあるという。祖父母が「昔の人」だから、その考えとしては、婿には家の事
をさせず、すべて娘である自分がやることになっている。
　旦那さんがなんかすると「座ってなよ、いいよ」となって、私がするし･･･子どもが登園拒否、病気の
時も、自動的に私が休む（Aさん、３歳、女の子）。
　このように、祖父母の許容や夫の不協力に対して情緒的に抵抗するが、夫婦間のコミュニケーションを
取ることによって「結局、（夫が）反省というか、そうだよね、ごめんねってはなるけど、実際･･･」家
事や育児を担うのは母親であること、これに対して、母親役割への自己認識を持っているのではないかと
考えられる。

Ⅴ　考察
　コロナ禍が育児にどのような影響を与えたか、については考察しきれない部分があるが、本節では、２
つの本研究の検討課題に沿って考察してみることとする。

（１）�本研究の検討課題「母親規範が深まったか」「核家族と、祖父母と同隣居する家族との共通点・相違
点あるか」について。

　家事・育児の担い手は女性であることに、コロナ前後に変化が見られなかった。むしろ、コロナ自粛中、
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地域社会の子育てネットワークの効果が発揮できず、それによって、子育て期の母親の負担がより一層重
くなったと考えられる。しかし、公的保育施設が最大限に自粛しない措置を取ることができれば、この状
況が好転していくであろう。
　また、単身赴任家族、共働き核家族、祖父母と同隣居する家族、いずれの家族形態においても、母親が
それぞれの葛藤を抱えながらも、家のこと、子どものこと、同居家族のことを献身的に支えていく姿を見
せられた。特に、コロナ禍による自粛の呼びかけがある中で、地域・他者の手を借りにくいという現状に
置かれながら、夫婦の役割分担において、夫が家事育児に多く参加できるよう調整が見られるケース（X
さん、Kさん）があったが、夫はさほど家事に積極的に協力するといえないケース（Aさん）もあった。
父親は、遠方への出張が少なくなることで、家族時間がやや増えたとみられるが、依然として一家の大黒
柱と位置付けられることに変わりがない。父親の在宅勤務は今後も進められない限り、多くの父親の家族
時間が増えず、当然家事育児に参加できないという現状も、変わっていかないであろう。
　さらに、本稿の結果を通じて、山梨県における社会環境の変化（病児保育の萎縮、外部の手を借りにく
いなど）により、就労している母親は、生産労働と、家事育児といった家庭内の再生産労働両方、さらに
重責を背負うことになったと考えられる。そこから新たな子育て状況として、生み育ての自己責任化と「我
が子を愛情深く育む」母親規範が深まっていくのではと懸念される。

（２）本研究の検討課題「ワーク・ライフ・バランスは、どのように保たれているか」について。
　山梨では、就労している母親が在宅勤務推奨されている職場に在籍しているにもかかわらず、在宅勤務
が進まない現状である。その理由としては、仕事内容によって在宅勤務が可能な部署と、不可能な部署が
あり、部署間の差があることと考えられる。全ての部署における申請と実施が統一されておらず、「在宅
勤務申請」は「休暇申請」と見なされ、申請しにくい現状である。さらに、部署間の差があるからこそ、
子育て期の申請者には無言のプレッシャーがかけられることが分かった。
　他方、父親の、仕事の打合せが自宅（または事務所）でオンライン会議を行い、遠方までの出張が減少
し、特に県越の出張が減った。ただし、緊急事態宣言中とその後も変わらない点は、会社に出勤すること
である。緊急事態宣言が出て、会社勤めの父親は帰宅時間が早まったのが、ただしそれは１回目の緊急事
態宣言中に限られたことである。自粛期間中、父親と子どもの関わり時間が少々長くなり、家族成員のコ
ミュニケーションが増えたことも明らかにされた。一方で子どもの病気の時等において、母親が休暇を取
るという方向は変わっていない。母親のワーク・ライフ・バランスを保ちやすいのは、出勤か在宅かにつ
いては、「併用できて、時と場合で選べる」のが理想的であろうと推察する。
　在宅勤務の実施における、在宅しながら生産性の向上を目指していくという理想な姿から少し軌道を外
れていることが明らかになったが、その社会背景には、緊急事態宣言発令下の山梨では、在宅勤務の実施
と保育施設の利用不可との矛盾が生じていたことをあげられる。そこで、家事も、育児も、在宅勤務が可
能となる母親であるに担ってもらうしかなかった。しかし、在宅勤務中、子育て・家事と仕事を同時に進
めていくには、現実的には難しいことも自明である。今後、人材流出を防ぐと同時に、男女ともに働きや
すい山梨になるためには、在宅勤務実施を拡大させるとともに、保育施設の利活用を同時に運営して行か
なければならないと考えられる。
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　最後に、本稿の限界についてふれる。まず、本研究では６名の母親をインタビューした結果であり、サ
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ンプリングの偏りが考えられる。よってこれからは山梨県で大規模なアンケート調査の実施が必要であ
る。また、本研究対象者および配偶者の職種が限られており、在宅勤務が可能な職種ではなかった点も上
げられるが、今後の課題とする。しかしながら、在宅勤務が少ない地方都市だからこそ、女性の二重負担
が増えている現状が明らかにされており、今後山梨県の女性活躍を推進するための施策及びあり方の検討
に役に立つと考えられる。本稿は日本家族社会学会大会、日本女性会議in甲府（山本萌加さんと共同報告）
で報告した内容をもとに加筆したものである。調査にあたり研究補佐をなさって頂きました本学４年の山
本萌加さんと非常勤講師の徐琴先生に感謝を申し上げる。
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　ⅰ、母親の職歴、職歴、職種、大体の世帯収入
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　ⅶ、�本人への生理的及び精神的な負担があったのか、希望の公的及び私的支援（外に遊びに行けない、

不安感と危機感） 

Ⅳ、家族との交流･関係維持 
　ⅰ、夫との関係：交流やコミュニケーション、役割分担、愛情、勢力   
　　　・現在祖父母、夫とと同居している場合
　　　・現在夫のみと同居している場合
　　　・単身赴任で別居している場合
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　　　・出産計画があるのか
　ⅱ、祖父母と同居の場合、交流やコミュニケーション、役割分担 
　　　祖父母が遠方の場合、Line など写真送付、オンライン帰省など。

 Ⅴ、将来の展望 
　ⅰ、�万が一コロナにかかった場合、対応策 
　　　高齢者と同居するか、子どもの面倒どうするか、 
　　　�また、夫と別居している対象者に、子どもの面倒どうするか
　ⅱ、職業に対する希望（コロナ対応に関して）
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Ⅵ、家族意識 
　ⅰ、�夫婦別居の場合、離れて暮らすことへの評価（夫婦の役割分担、子どもの教育、高齢者介護）
　ⅱ、�母親として果たすべき役割を果たしているかに関する評価（本人の中の優先順位、子ども、自身、夫、

親） 
　ⅲ、�家族の現在のあり方についての反省点（家族関係） 

Ⅶ ほか  
　・子育て支援ヘルパー事業、地域子育て支援センター、つどいの広場などの利用状況
　・あった場合、利用してみてどうだったか。ない場合、その理由
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査読付論文

William FaulknerのRequiem for a Nun
―《愛と結婚》のテーマを中心に―

William Faulkner’s Requiem for a Nun:

The Theme of Love and Marriage

並木　信明
Nobuaki Namiki

要旨
　Judith Sensibarは彼女の著書Faulkner and Love（2009）の中で、フォークナーが小説家とな
るために母Maud Falkner、黒人乳母Caroline Barrそして妻Estelle Oldhamの3人が大きな
影響を及ぼしたこと、とりわけ詩人から小説家に変化するときには、Estelleが自作の短篇を
見せ、共作者として少なからず貢献をしたことを強調している。Estelleのフォークナーの小
説の第一期（1929年から1932年）における役割は重要であるが、第二期（1938年から1951年）
に影響を与えたのはハリウッドのスクリプト・ガールをしていたMeta Carpenterである。第
一期にも愛と結婚のテーマはあったが、第二期ではこのテーマはThe Wild Palms（1939）に見
られるように、愛の責任と罰を中心にしている。1950年のノーベル文学賞受賞後の出版され
た散文の序と戯曲を組み合わせたRequiem for a Nun （1951）はJoan Williamsという女子大学
生との愛のもとに書かれたが、この劇で魂の救済を求めて苦しむTempleは愛と結婚に悩む
フォークナー自身を投影したものである。Templeの赤子を殺して死刑となる黒人の元娼婦
Nancyは彼の罪を贖う存在であり、表題の「レクイエム」は彼女のためのものである。

キーワード：アメリカ文学，アメリカ南部文学，ウィリアム・フォークナー，結婚，愛

英文要旨
　　　Judith Sensibar argues in her Faulkner and Love: The Women Who Shaped His Art （2009） 
that Maud Falkner, his mother, Caroline Barr, his black nurse, and Estelle Oldham, his wife, 
significantly contributed to the development and reshaping of Faulkner's art of writing. 
Estelle's love and her short stories written in her Shanghai days especially helped him 
to transform himself from a poet into a novelist, which led to his first period of writing 
novels from Flags in the Dust （1929） to Light in August （1932）. Absalom, Absalom! （1936） is a 
joint to connect the first period with the second period. The second period began with The 
Wild Palms （1938） and its primary theme is “love and marriage.” While novels of the first 
period mostly describe failures of love and marriage, the ones of the second treat sins and 
punishment in love/marriage. 
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　　　In the second period, it is not Estelle but Meta Carpenter, a script girl in Hollywood, 
whose love played an important role in revitalizing Faulkner's creative energy. They loved 
each other so much that he almost divorced Estelle to get married to Meta.
　　　Requiem for a Nun （1951）, which was written under Faulkner's new love with Joan 
Williams, a new girl, summarizes the second period, discussing the meaning of love/
marriage. It is true that Faulkner started to write Requiem's three-act play to entice Joan 
Williams into collaboration with him. But his aim was to create an excellent work of art 
by obtaining vitality of a young woman. It is possible to say that Temple Drake is William 
Faulkner because he created her character based on his. Nancy dies not only for her 
mistress Mrs. Temple Stevens but also for Faulkner, who could not cease to love young 
women in order to continue to write. “Requiem” is given to her for her sacrifice to white 
people.

Keyword: ��American Literature, Southern Literature in the United States of America, 
William Faulkner, marriage, and love.

Ⅰ　
　1951 年に発表された William Faulkner の Requiem for a Nun （1951） は、3 幕の戯曲にそれぞれ
Jefferson, Mississippi州そして地球の歴史などに関する伝説的・神話的・エピソード的散文が付け
加えられているという一風変わった作品となっている。1950年2月に戯曲として書き始められたが、
やがて幕ごとに散文の序文を付けるようになり、それが次第に長くなっていく。Faulkner自身実験
的な長篇だとやや弁解めいた位置付けをしていたが、後に大学での質疑応答の時は対位法的効果を
上げていると積極的に評価するようになった1）。
　Requiem for a Nunは内容的にはSanctuary （1931）のTemple Drakeを中心とした続篇となるが、こ
の作品は最初からそれをもくろんでいたわけではなく、むしろ"Requiem for a Nun"というタイト
ルそのものに惹かれて構想した作品であった。1933年10月の編集者Harrison Smithへの手紙で、
Faulknerは初めてこの題名に言及している。「この長篇は春に準備できないと思う。Snopesの本に
取り組んでいたが、今別の作品を思いついた。タイトルがいい、Requiem for a Nunというんだ。黒
んぼ（nigger）の女の話で、As I Lay Dyingみたいにやや秘密めいている」（SL, 75）
　続いて翌34年2月のSmithに宛てた手紙では、Snopesの小説と尼僧の作品は脇に置いて、Dark 
Houseという長篇に取り掛かり始めたと述べている（SL, 78）。Dark HouseはやがてAbsalom, Absalom!
として完成する大作で、Requiem for a Nunはやや軽めの短篇と位置付けていたようである。その年に
夏には、Absalom, Absalom! に行き詰り、「この長篇を保留してRequiem for a Nunに戻ろうと考えてい
る、この小説はAs I Lay Dyingのように短くなりそうだから」と伝えている（SL, 83-84）。
　Requiem for a Nunはこのように主要な作品の創作が手詰まりになったときの気晴らしのような作品
であったと考えられるが、そのおよそ17年後に突然創作が再開されて猛烈な勢いで書き進められる
ことになる。しかも最初の構想であった短篇ではなく戯曲となり、さらに女子大学生を共作者とし
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て指名して始まった。
　小説家志望の彼女の名はJoan WilliamsでMemphisに育ち、ニューヨーク州Bard Collegeの3年
生だった1949年8月に友人に連れられてRoan Oakを訪ねたことがきっかけで、その後の文通から
Faulknerの熱意により交際が始まった。彼女はその年のMademoiselle誌の小説の学生コンテストで勝
者の一人となり短篇が掲載されたばかりで、The Sound and the Furyに感銘を受けて作者に会いに行っ
たのであった（Blotner 506-8）。
　1950年2月初めにニューヨーク市に行ったFaulknerはJoanと会い、小説を書き続けることを勧め、
雑誌社への就職も手助けすると言い、新しい劇の共作者となる申出さえしている。ニューヨークか
ら帰郷する列車で劇の概要を書き、自宅から2月13日付の手紙をすぐに送っている。

　君はここから始めるといい。この劇はNancyが誰か、そして彼女が何をしたのか語ることか
ら始まる。彼女は「黒んぼ」女で、酔っ払いで麻薬常習者で知られ、小さな町で売春をして何
度も留置場に入るなどトラブルを起こしている。少し前に彼女は更生し、上流階級の若い夫婦
の子供の乳母として雇われる。それからある日突然何の理由もなしに、その子を殺害する。彼
女は現在後悔しているようにさえ見えない。彼女は弁護士が彼女を助けることすら不可能にし
ているようだ。
　この劇の最後ではすべての人が彼女に敵対し、同情すらない。彼女は絞首刑にふさわしく、
彼女の弁護士すらそのような感情を抱いている。（SL, 298）

　最初に書き始められた、33年12月17 日の同じタイトルの未完成の短篇では、弁護士Gavin 
Stevensのオフィスで黒人の男女が立っていて、女の首には包帯がまかれている場面が描かれていた。
女の首の包帯から、“That Evening Sun”で内縁の夫Jesusから剃刀で首を掻き切られることを恐れ
るNancyの姿を連想させられるように、この短篇の断片はSanctuaryと“That Evening Sun”に由来
するように思われるとBlotnerは述べている（Blotner 326）。
　Requiem for a Nun の Nancy は、酒飲みで麻薬常習者で娼婦もするという人物設定まで“That 
Evening Sun”のNancyそのものだが、Requiem for a Nun では短篇の彼女のようなだらしなさ（そ
してなめらかなエロティシズム）が全く感じられず、男と駆け落ちしようとした雇い主のMrs. 
StevensことTempleに対して過酷な正義の裁き手のようにふるまっている。しかし劇の進展ととも
にTempleの不倫の問題から、GowanとTempleの結婚そして彼らの夫婦生活や愛の問題へと比重が
移っている。そこには、Faulkner自身の愛と結婚が深く関わっており、本論ではFaulknerのパーソ
ナルな愛の問題がどのように作品に投影されているかについて、創作の時期を第1期、第2期と分け
ながら論じていきたい。

Ⅱ　
　Requiem for a Nunが実際に書き始められた1950年2月から翌51年9月の出版にかけて、そしてその
年が暮れるまでの間に、Faulknerの人生にとって劇的な変化があった。その最大の要因は50年11月
に49年度のノーベル文学賞がFaulknerに決定し、12月にスウェーデンで受賞したことにある。それ
によってアメリカ南部の地方作家という立場から一気に世界的名声を獲得した大作家になり、作品
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もコンスタントに売れるようになり、ハリウッドに行き映画の脚本で日銭を稼ぐ必要すらなくなっ
たのである。
　Joan Williamsと出会った1940年代後半にFaulknerは50歳を過ぎて創作力の衰えを痛感し始めて
いた。大作A Fableの執筆も思うように進まず、推理小説仕立ての Intruder in the Dust （1948）及び、30
年代から書き溜めてきたGavin Stevensの探偵短篇集Knight's Gambit （1949）などの作品の出版で出
版社の前借をようやく返済するような状況であった。
　Faulknerが世界でも類が見ないほどほとばしる創作のエネルギーに任せるように小説を書き続け
たのは、1928年から32年にかけての期間で、その間に短篇でおよそ40篇（短篇集としては、These 
13）、長篇で５篇（Sartoris, The Sound and the Fury, As I Lay Dying, Sanctuary, Light in August）を刊行している。
この創作力の絶頂期に君臨するのが「出版する意図すらなかった」The Sound and the Furyであり、生
前未発表のこの小説の「序文」では「木に登ったCaddyと泥のついた彼女のズロース」の芸術的な
価値やこの作品執筆時に訪れた「恍惚感」を求めて次々にLight in Augustまで書き進めたことが記さ
れている（Introduction, 219-20）。
　1928年から32年という時期は、Faulknerが結婚を熱望しながらかなわなかった、幼友達のEstelle 
Franklinが離婚した二月後に、あたかもそれを待っていたかのように彼女と結婚して、19世紀的
南部屋敷をローンで購入しRoan Oakと名付けて居を定め、新しい作家人生を歩み始めた歳月に重
なるのである。「木の上の少女」のイメージは明らかにEstelleへの愛から生まれたもので、Judith 
Sensibarは大著Faulkner and Love: The Women Who Shaped His Art, A Biography （2009）の中で、Estelleは
Faulknerを愛したのみならず、小説の共作者としても彼の創作に深くかかわり、彼の執筆を支えた
と論じている（424-480）。
　Faulknerの習作期の作品を見ると、最初の詩集 The Marble Faun（出版は1924年だが、第１稿は
1919年に完成）、戯曲 The Marionettes （1920）、友人Phil Stoneに献呈した詩集 The Lilacs （1920）そ
して1921年夏にEstelleに献呈したThe Vision in Springなどの詩作品、戯曲がいずれも1918年4月の
Estelle OldhamとCornell Franklinの結婚によって彼が受けた心の傷やそれでも衰えぬ彼女への愛に
関わっていたことは否定できない。またSensibarが指摘しているように1925年に始まる小説家への
転身が彼女の短篇に触発されたことを考えるとFaulknerの最初の成功はEstelleを抜きにしては考え
られない（424-26）。
　しかし彼女との結婚の可能性が見え始めたであろう1925年にFaulknerがHelen Bairdという若い
女性に熱中し彼女のために詩作品や小説まで献呈していることも忘れることはできない2） 。Sensibar
はHelenへのFaulknerの求愛はEstelleの離婚審議の動向に影響を与えないためだと解しているが

（461）、彼女のために1年もかけて完成させたソネット集Helen: A Courtshipは文学的には卓越してはい
ないが、官能的なくすぐりやユーモラスな求愛の表現に恋するフォ―クナーが垣間見られて興味深
い。この当時からFaulknerには創作のために「若い女性の／への愛」が必要だったのである3）。
　As I Lay Dyingを約6週間で書き上げたというは別格だとしても、Sanctuaryの最初の原稿は約4カ月、
Light in Augustは約6カ月で完成しているのに対して、中期の傑作Absalom, Absalom! はSnopes一族の
長篇（おそらくThe Hamlet）やRequiem for a Nunを中断して34年2月から書き始められ、ハリウッド
に行って映画脚本を書かなければならないという困難があったとはいえ、脱稿したのは36年1月の
ことで、およそ2年近くかかっている。実はこの原稿の完成直前に若い女性との出会いがあり、彼女
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のエネルギーが完成を促したことも十分に考えられるのである。
　1935年12月にHoward Hawks監督の事務所を訪れたFaulknerは、そこで秘書兼スクリプト・ガー
ルをしていた、ミシシッピ州出身のMeta Carpenterという若い女性を見て一目ぼれしてしまう。彼
女はすでに離婚歴のある27歳であったが、小柄で「10代の処女」のような容貌を持っていた。彼女
の伝記A Loving Gentleman: The Love Story of William Faulkner and Meta Carpenter （1976） に書いてある通
り、最初は問題小説Sanctuaryの作者としてHollywoodでやや警戒されていたFaulknerの執拗なデー
トの申し込みを繰り返し断っていたが、彼の真意を知るようになって交際が始まった（Wilde 15-
31）。翌年の1月にRoan OakでAbsalom, Absalom! を完成したFaulknerは2月にハリウッドに戻り、二
人の熱愛が開始する。
　Faulknerの曽祖父が奴隷女と関係して作ったシャドウ・ファミリーや母方の祖父の公金横領事件
などの秘密を暴露したJoel Williamsonは著書William Faulkner and the Southern History （1993）の中で、
1936年春のMetaは他の誰よりもFaulknerに近い存在であったと見なしている。彼と結婚したとき
のEstelleは女性としてすでに終わっており、Metaはただ一人感情のこもった肉体的親密さを与える
ことが出来たとし、彼が願望しながら長年得られなかった、死ではなく生を与えてくれる妹だった
と評価している（249-50）。
　36年春にFaulknerとMetaの愛は互いに結婚を真剣に考えるほど燃え上がった。娘Jillの誕生日を
祝うためにオクスフォードに戻ったFaulknerは6月22日に Memphis Commercial Appeal紙に妻Estelle
の借財や小切手等の支払いの責任はないという支払いを拒否する広告を出しているが（Blotner 
371）、Metaとの結婚を念頭にEstelleとの離婚を考えた上での行動と解することもできる。
　Absalom, Absalom! は原稿を完成した後も修正を施し、実際の刊行は10月16日までかかっている。
この作品で気になることがある。一つは南北戦争後に帰還したSutpenが長男Henryの失踪を受け、
もう一度男子を儲けて名門家系を築こうと決意するとき、肉体的な衰えによりあと一度しか女に息
子を産ませる力はないと思うことで（AA, 224）、これはFaulknerの創造力の枯渇への不安が初めて
小説化された例だと思われる。今一つは初めて制度としての結婚が議論されていることである。ク
リスマスの夜に父と仲たがいをして家を出たHenryがCharles Bonのニューオーリンズの混血女との
結婚の儀式に疑義を唱えて激論を交わしており（AA, 93-94）、これはアンテベラムの南部における
混血の愛人を通して制度としての結婚を問う問題であり、Estelleとの離婚を検討していたFaulkner
にとって現実的なテーマであったと思われる。Faulknerの創作の第1期と第2期をつなぐこの作品に
は、創造力の低下と身体的衰えを感じ、新しい愛を求め始めた作家の多くの謎が潜んでいる。

Ⅲ　
　Metaとの愛人関係は彼女のユダヤ人ピアニストWolfgang Rebnerとの結婚をはさみながらも、51
年まで続くが、彼女と知り合った30年代後半から40年代にかけて、Faulknerは再び創作力を取り
戻したかのように精力的に作品を発表し始める。このいわば第2期の創作期は第1期の創作期より
も語りの息が短く短篇や短篇の集合体としての長篇や中篇が中心となっているが、第1期のヨクナ
パトーファ郡の構想が開花する時期でもある。Flags in the Dustで伝説化したJohn Sartoris大佐と少
年だった老Bayardそして彼の祖母のRosa Millard （Granny）などが南北戦争を逞しく生き抜く姿
を描くプランテーション階級Sartoris家の短篇連作The Unvanquished （1938）、またFlags in the Dustと
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同時期にFather Abrahamという始祖的な命名から構想された貧乏白人Snopes一族の第1作The Hamlet 
（1940）が出版され、さらに消えゆく大自然の象徴としての伝説的な大熊狩りを純粋な少年の眼で捉
えた “The Bear”を中心に、奴隷制の歴史を背景に人種問題を提起した短篇の連作からなる長篇Go 
Down, Moses （1942）など意欲作、問題作が発表されている。
　第1期でも愛／性と結婚生活は大きなテーマとなっており、とりわけ妻と夫の不和と不毛の愛が不
幸を生み出している。第1期のSartorisで人妻のBelle Mitchellから強引に誘惑されて、彼女の離婚後
に結婚した弁護士Horace BenbowはSanctuaryでは妻の扱いに耐えられず家出をし、密造酒グループ
の殺人事件に関わるようになり、裁判に敗北して妻のもとに帰っている。The Sound and the Furyでは
誇り高い妻Mrs. Compsonと甲斐性のない夫Jason Compsonという愛のない家庭が、期待をかけた
娘Caddyの性的放縦と体裁だけの結婚とその破綻の遠因となり、長男Quentinの自殺を引き起こし
てコンプソン家の崩壊につながっている。As I Lay Dyingでは農夫Anse Bundrenと結婚した元教師
の妻Addieが愛のない結婚と夫に裏切られたという思いから、不義を働いて密かに男の子Jewelを産
んで家族の葛藤の種を植え付けて次男Darlの狂気と家族の追放を導いている。Light in Augustでは3
通りの愛と結婚のテーマが描かれている。南北戦争で祖父が戦死した場所であるJeffersonの町の教
会への赴任を熱望したGail Hightower牧師は、戦争の栄光の説教に熱中するあまり妻を顧みず、彼
女の不義と自殺を招いて教会を追放され隠遁者のように暮らす。奴隷制反対論者の父を持つJoanna 
Burdenは黒人の血が混じっている可能性のあるJoe Christmasと狂熱的な愛の果てに妊娠の可能性
を持ち出して結婚を示唆するが殺害されてしまう。作品の冒頭に登場するLena Groveは彼女に妊娠
を知って逃げ出した男を探す旅に出て、Jeffersonで再会するもまた逃げられてしまうが、彼女との
結婚を望む男Byron Bunchを従えて、生まれた子とともに自立した愛に満たされた人生を送る可能
性が示唆されていて、悲劇の多いFaulknerには稀有な明るい結末となっている。
　第1期と第2期をつなぐAbsalom, Absalom! では、不幸な結婚の他に不幸な婚約が二つずつあり、愛
の可能性の探求が加わっている。貧富の格差の概念すらない山地の開拓村に育ったThomas Sutpen
は、家族とともに下って到達した平野部タイド・ウォーターで南部貴族の大邸宅で黒人奴隷の召使
から屈辱を受けて以来、南部貴族になる夢を抱いてハイチに渡り農園主の娘と結婚するが、彼女が
黒人との混血であることを知って彼女と別れ、Jeffersonに黒人奴隷と資産を持って移住する。そ
こでインディアンから巧妙に獲得した広大な土地をSutpen's Hundredと名付けそこに大邸宅を築
いて町の道徳的なキリスト教徒の父の娘を娶るが、町の人々の反対に直面し、結婚した妻は愛でな
く男の野望の犠牲となって不幸を味わうことになる。こうしてSutpenは二人の女性を犠牲にして、
Jeffersonで念願の大農園主の地位を獲得するが、これらの呪われた結婚に南北戦争という未曽有の
大事件が加わって彼の夢が挫折する。
　Absalom, Absalom! では婚約もまた呪われている。戦争に敗れ、荒廃した屋敷に戻ったSutpenは老
年にもかかわらず家系の存続を図って婚約したRosa Coldfieldに屈辱的な申し出をして、彼女は43
年間憎悪の語り部となってしまう。しかしSutpen家の、少なくとも白人の家系の崩壊をもたらした
のは不幸な最初の結婚の果実たる息子と二度目の結婚の娘との婚約であった。JudithとHenryの学
友Charles Bonが異母兄妹であることを知らない母Ellenの進めた婚約は、近親相姦のタブーを犯す
だけでなく、当時の南部では想像もつかない大罪に等しい人種混交の可能性を秘めていたのであり、
それが最終的なHenryによる兄弟殺しとSutpen王朝創設の夢の崩壊を導いたのである。
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　Absalom, Absalom! が完成した36年1月からそれが出版された10月までの間、FaulknerとMeta 
Carpenterが真剣に結婚を考えるほど熱愛したが、Estelleの激烈な反対にあって挫折し、Metaが
Faulknerとの結婚を断念してRebnerの求婚を受け入れた12月までの激動の１年と、最初の結婚が
二度目の結婚の障害となったというこの作品の展開を重ね合わせると、この作品の不思議に予言的
な側面が浮かび上がってくる。
　Absalom, Absalom! はRosaの語り、Quentinの父と祖父の語りで構成された前半を引き継いで、後
半では凍てついたニューイングランドのハーバード大学の学寮に場所を移してQuentinと友人の
Shreveが語り手となってSutpen伝説を紡いでいくが、Mr. CompsonがCharles BonはJudithを愛
していたと語るように（AA ,75）、Shreveも「これから愛について話そう」（AA, 253）とSutpenの
娘JudithとCharles Bonの間に愛があったという事実を探求しようとする。これに対して第1期では
CaddyとQuentinとの近親相姦的な愛やAddie BundrenやJoanna Burdenらの歪められた愛などが
多く、このようなストレートな愛の探究はほとんどなかった。
　第2期では、悲劇的・パロディ的側面があるとはいえ愛と性愛が散見される。1938年出版の The 
Unvanquishedに納められた7篇の短篇中6篇はほとんどMetaと会う前までに書き終えられているが、
最後の “An Odor of Verbena”だけは38年つまりFaulknerとMetaの愛人関係が続いていた時に書
かれていて他の戦闘と復讐の物語とは明らかに異質な雰囲気がある。十代の少年だったBayardは24
歳となり、大学で法律家の勉強をしている時に、父John Sartorisが政敵Ben Redmondの銃弾にあっ
て斃れた知らせを受け、南部の伝統に従って仇討ちを期待されるが丸腰でRedmondの事務所を訪
れ、彼を追放する。この直前にBayardの帰宅を待っていた、従姉で父と結婚したDrusillaが銃とヴァ
ビーナの一枝を渡し、口づけをして彼を鼓舞しようとする場面がある。しかしDrusillaは彼の仇討ち
をしない決意を直感で悟り、失望して去っていく。Bayardが“Raid”などで男装して勇ましく戦う
Drusillaに淡い恋心を抱いていたことは明らかで、“An Odor of Verbena”では殺し合いの連鎖を防
ぐという彼の新時代的決意のために愛を失ってしまう、甘酸っぱい青春の愛の挫折が描かれている。
　The Hamlet では、貧乏白人のSnopes家の若く巧妙なリーダー FlemがV.K. Ratliffらの抵抗をもの
ともせずにJeffersonの町に一族の勢力を拡大する過程が描かれている半面、知的障害のあるIke 
Snopesと牝牛とのファンタスティックな牧歌的性愛や、古代ディオニソス時代のエロスのような
Eura Varneの早熟すぎる豊満な肢体が巻き起こす騒動などが描かれていて、まさに「恋する作家」
の面目躍如といったところだが、彼らの恋は成就せず、Ikeは牝牛との性愛を見世物にされた挙句に
牝牛を殺されてしまい、Euraは逃げられた初恋の相手による妊娠を隠蔽するためにFlemと結婚さ
せられてしまうのである。

Ⅳ　
　第2期では恋と結婚がテーマとなる一方で、性愛の責任が問われてもいる。その最高の例が
FaulknerとMetaとの恋愛から発想されたとされるThe Wild Palmsである。小説中の二つの物語の一
つ “The Wild Palms”では、ニューオーリンズの人妻Charlette Rittenmeyerが純粋な愛を実現しよ
うと医学生だったHarry Wilbourneと駆け落ちをして妊娠し、愛を貫くために出産を拒み、彼の手
術の失敗によりPascagoulaで落命してしまい、Harryは故殺罪で有罪となり刑務所で服役すること
になる。もう一つの物語である “Old Man”では、刑務所に列車強盗の罪で服役中の「背の高い囚人」
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がミシシッピ川の大洪水の時に孤立した妊娠中の女の救助を命じられ、彼女と共に流されながらも
彼女の出産を助けた後に、刑務所に戻るが逃亡罪でかえって刑期を延長されてしまう。“The Wild 
Palms”では愛の成就を果たせずに有罪となり、“Old Man”では女を避けて生きてきた男が他人の
子の出産を助けて罪を増やし共に刑務所で罪を贖うことになる。MetaはA Loving Gentlemanの中でこ
の小説を書いているFaulknerから、「無と悲しみであれば、私は悲しみを取る」という言葉を聞かさ
れたと綴っているが（Wilde 230）、この小説では彼らの愛の幸せを伝えるものはほとんどなく、む
しろFaulknerがEstelleと別れて二人で駆け落ちしても悲劇しかないことを描いているようにさえ見
えるのである。
　この小説の“The Wild Palms”の恋の悲劇的結末の場となるPascagoulaは、Faulknerにとって若
い頃の執筆の場所であり、Helen Bairdへの求愛や（Blotner 148-54）、Estelleと新婚旅行に行った思
い出の地であったはずである（Blotner 242-46）。そこを悲劇の場所にしたことはMetaが思っていた
ほどFaulknerは離婚を真剣に考えていなかったことを示すと同時に、彼にとっては若い女性との愛
は彼の想像力を鼓舞するためだけに、意義があったという証左だともいえる。これは後述するよう
にJoan Williamsとの交際とRequiem for a Nunの執筆は別物であったことに対応しているのである。

　このように第2期ではThe Wild Palmsで示されたように、恋には責任と罪が潜んでいるというテー
マが顕在化している。また1938年に農業経営に興味を持ち、Faulknerは荒廃した農場を購入し、
Joel Williamsonの指摘するようにとりわけ1940年代は農民や黒人に対して同情的になった時期でも
ある（Williamson 271-73）。The Hamletで地方農民の姿が描かれているとすれば、Go Down, Mosesで
は愛と結婚を基調に白人対黒人の関係が黒人よりの視点から描かれている。
　Go Down, Mosesの最初の短篇“Was”は、この小説の中核である“The Bear”や“Delta Autumn”
で重要な役割を果たすIsaac McCaslinと“The Fire and Hearth”、“A Point of Law”などで黒人ら
しからぬ存在感を示すLucas Beauchampの生まれたいきさつを滑稽だが悲哀のあるエピソードに
よって示している。Ikeの父Uncle Buckと母Sophonsiba Beauchampが結婚するきっかけとなったの
はMcCaslin家の黒人奴隷Tomey's TurlとBeauchamp家のTennie が恋愛関係にあったことにある
が、Hubert BeauchampとUncle Buddieとのトランプの勝負の結果Uncle BuckがSophonsibaとの結
婚を受け入れ、彼女の付き添い奴隷としてTennieがMcCaslin家に来ることによって彼女とTomey's 
Turlが一緒になることが出来たのである。黒人同士が自由に結婚できなかった奴隷制時代の過酷な
黒人奴隷の状況が隠されており、Go Down, Mosesでは他にも白人対黒人の関係の中で黒人の苦境が随
所に描かれている。Tomey's TurlとTennieの息子Lucasは“The Fire and Hearth”でMcCaslin家
の当主となったRoth Edmondsに対して命がけで妻Mollieを奪い返し、黒人の意地を見せる。また

“Pantaloon in Black”では黒人青年Riderが結婚半年で最愛の妻を失った悲しみを克服できず、酔っ
て白人のインチキ賭博を暴いて彼を殺してリンチで殺害されるが、そのいきさつを妻に語る白人保
安官補の無神経さが黒人の救いようのない境遇を一層際立たせている。
　しかし衝撃的なのは“The Bear”第 4 章で Ike が過去の土地台帳から曽祖父 Old Carothers 
McCaslinが黒人の夫を持つ奴隷女と交わって生まれた娘とさらに交わって子が生まれ、母である奴
隷女が入水自殺を知ったことである。近親相姦と人種混交からシャドウ・ファミリーが作られたこ
とを知り、土地が呪われているとIkeは祖父Old Carothers McCaslinからの相続を放棄してしまう。
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そうして汚れた過去の歴史と遺伝から逃れたと思っていたが、“Delta Autumn”ではそのシャドウ・
ファミリーの末裔の娘とIkeが放棄した屋敷を相続した従弟の子孫のRothが交わって彼が望まぬ子
が生まれ、負の連鎖がまだ続いていることを知る。しかもIkeはその責任を取るどころか金を与えて
娘に北部に行って暮らすことしか言えず、娘から軽蔑されるのである。

　第1部と第2部をつなぐAbsalom, Absalom! と第2部の大きな違いは人種間の立場が全く逆転したこ
とである。Absalom, Absalom! では白人のSutpenの血統を汚し、父と息子の断絶を招いたのは黒人の
血であったが、Go Down, Mosesでは白人のOld Carothers McCaslinが黒人の血を汚し彼らの母と娘
のきずなを断ったのである。“The Old People”と第4章を除く“The Bear”では、Ikeが10歳の
時にミシシッピ・デルタの原生林Big Bottomへの狩猟に同行が許され、12歳で牡鹿を倒して猟師

（woodsman）として認められ、16歳の時に大熊Old Benが倒されるのを目撃する本筋が展開してい
るが、その背後にある、農地開拓のための森林の伐採、森林鉄道の拡張と森林破壊など人間による
荒野（wilderness）の凌辱が4章のOld Carothersに代表される白人による黒人の凌辱と対応してい
ること、すなわち自然と黒人奴隷への破壊・破滅行為が描かれ、その責任がテーマ化していること
に注目しなければならない。
　40年代に書かれた黒人に対するFaulknerの共感的な視点の小説と言えば、もともとはポット・ボ
イラー的なアイディアで、殺人罪で留置場に入れられた黒人（作品中ではLucas Beauchamp）がリ
ンチの危険に晒されながらもそこで事件を解決する構想で始まった Intruder in the Dustである。実際
の小説では事件を解決するのはLucasではなく、彼に借りのあるCharles （Chick） Mallison少年と彼
の妻Mollyが黒人使用人の娘で親しかった縁を持つMiss Habershamらであるが、彼らは黒人への責
務を果たそうとして解決の努力をするのである。

Ⅴ
　このように1930年代半ば過ぎから40年代にかけてFaulknerはMeta Carpenterと愛人関係を続け
ながらも小説を書き続けるが、それらの小説で一つの特徴はThe Wild Palmsに典型化されるように愛・
性・結婚が代償や贖罪の観点から問われているということである。Go Down, Mosesではそれに人種的
な要素が加わっている。
　1950年に書かれ、翌年出版されたRequiem for a Nunは新しい愛人Joan Williamsとの関係の中で創作
されたがその愛と贖罪のテーマがより先鋭的に劇化されている。
　この作品の第1幕が、被告Nancyに嬰児殺しの罪により絞首刑判決が下されるというショッキン
グな場面から始まるのは、これが続篇となったSanctuaryのオリジナル・テクストにおいて監獄の前
を通るHoraceが、黒人の死刑囚の殺人事件の凄惨な場面―喉を切られた妻が血を飛ばしながら走る
―を思い出す箇所に対応している。殺人事件の陰に潜む真実をHorace Benbowに代わって、同じ弁
護士のGavin Stevensが追求していくミステリー仕立ての構成も似ている。ただ大きく異なるのは後
者では人種的問題が加えられ、Stevensが弁護を担当するのはNancyという黒人だということである
4）。SanctuaryではHoraceは人里離れた廃屋Old Frenchman Placeで知ることになったRuby Lamar
との縁で彼女の内縁の夫のLee Goodwinの弁護を引き受け、彼女や容疑者との関係は良好であるの
に対して、Requiem for a Nunの容疑者NancyはそもそもStevensの弁護を必要としていないように見



－23－

『山梨英和大学紀要』第20号

える。一方Gavinはといえば、Sanctuary でHoraceがMemphisの娼館に幽閉されたTemple Drake
に会って真実を解明しようとするように、Requiem for a Nun においては容疑者のNancyではなく、
Horaceと同様にTemple（結婚してMrs. Gowan Stevensになった）に彼女が隠している秘密を告白
させようと誘導的な会話をする。TempleはStevensの追求を受けながら彼がどこまで彼女の秘密を
知っているのか探ろうとし、彼女の夫Gowanも結婚前から隠していた彼女の秘密を聞き出そうとす
る。3者のこのような腹の探り合いが本来は事件が決着して取り戻されたはずの家庭の平安を乱し、
ドラマの緊張を高めている。
　Requiem for a Nunの戯曲部最大の秘密は、Nancyが乳母として世話をしていたStevens家の赤子を
殺した原因が、Mrs. Stevens/ Templeがやくざ者のPeteと駆け落ちするのを阻止するためであった
という、法廷で明かされることのなかった事実にあるのは確かである。だがしかし、それにもまし
て興味深いのはSanctuaryでは複雑で曖昧な語りに埋もれていた、Templeの愛と性が彼女自身の口
から告白されていることである。SanctuaryのTempleは酔ったGowanの運転する車で密造酒グルー
プのアジトに連れて行かれ、彼が泥酔・昏睡してまったくの孤立状態でおかれ、Popeyeに暴行され
た上にMemphisの売春宿に幽閉されて性的行為を強要されるなど、完全な被害者と見なされてき
た。しかしRequiem for a Nunで彼女の口から語られたのは、彼女の悪との親和性であり、むしろ積
極的に秘密の愛と性を享受した姿であった。彼女は悪が好きで、列車に乗って野球見物に行こうと
したのはGowanの車でアヴァンチュールの旅に出かけることが出来るからであり、レイプされた後
も殺人を犯した男Popeyeを恐れることなく、彼の車で運ばれるままに売春宿に連れ込まれる。さら
に黒人の少女にかしずかれて、高価な香水や下着をまとい、いつでも逃げ出せるのに逃げださずに、
Popeyeがあてがった男とためらいもなく性的体験を重ね、恋をして恋文まで書いたと、彼女は知事
とGavinの前で語るのである。恋文について、彼女はGowanと結婚して忘れていたと思っていたが、
失われたはずのその手紙でゆすられたときに再び恋心が蘇った、そして彼女は改心したはずなのに
していないことに気付いたと話す。そしてGowanと結婚した後、赦し（forgiveness）や感謝（gratitude）
で互いに結ばれたが、感謝は与えるよりも受け続けることの方が辛いと分かったと言い、過去の過
ちを忘れようとするあまり、結婚生活に無理が生じたことを告白する（RFN, 155）。
　これに対して、Stevensの言葉からGowanとTempleの偽りの結婚の実態が次第に明らかになって
いき、午前2時に知事邸を訪れた目的であるNancyの死刑取り下げの嘆願は忘れ去られ、Gowanと
Templeの愛と結婚の問題や彼女の置かれていた立場へと焦点が移っていく。Stevensは二人のうち
で悪いのはヴァージニア紳士気取りで虚栄心を持つGowanで、彼はTempleから感謝を受け続ける
責務から心の安定を失い、夫婦の信頼関係を損ねたと批判する。
　Gowanは、彼が過去に犯したTempleへの罪を償うために最大限の犠牲を払ったが、それに対し
て彼女が示す感謝を次第に多く要求するようになったという。またTempleは最初の子を身ごもった
とき過去は清算しなければならないことを悟り、過去はトリッキーな条項を含む約束手形のようで、
ある日突然抵当物を処分してしまうことを知ったと言う。夫Gowanが子どもの父親を疑がって責め
立てるようになり、その時にかつて娼館で書いた恋の手紙が現れてTempleは忍耐の限界に達したと
思ったのだと釈明する。一方Stevensは、Templeは手紙を持って彼女を脅し金を奪おうとしたPete
が、彼女の苦悩と後悔と恐怖の6年間を洗い流してくれると思ったのかもしれないと駆け落ちを試み
た彼女に同情を寄せる。Templeは、知事がNancyの死刑は法律上回避できないことを1週間前に言っ
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たことを知って、Stevensにここに連れて来た理由はNancyの魂の救いを求めるためではなく、むし
ろ彼女の魂を救うためだったのかと尋ねる。

TEMPLE . . . Because you aren't going to save her [Nancy], are you? Because all this was not 
for the sake of her soul because her soul doesn't need it, but for mine. （RFN, 196）

　こうしてこのドラマが単なる黒人女による白人の赤子殺しではなく、また彼女の女主人の不倫を
防ぐための殺人だったわけでもなく、愛と結婚そして過去の罪の贖いの問題がテーマであることが
判明していく。

Ⅵ
　すでに述べたように、この作品が最初の構想から17年後に突然再開されたきっかけは小説家
Faulknerを訪ねた女子大学生Joan Williamsとの恋愛関係を築き・維持するためであった。ドラマの
最初の場面を送った4日後の手紙で、「もし望むなら最初の場面は書き変えたり、続きを書いたりし
なさい。これは最初の草稿なので何かを紙に書き、選り分けて、良いものを残すことが我々のする
ことだ」（SL, 299）と最大限の譲歩をして書くように促しており、その半月後の手紙では「繰り返す
が、この劇は君のものでもあるんだ。君が受け取りを拒むのなら、これを投げ出すだろう。君と知
り合えなかったら、ぼくは書こうと考えすらしなかっただろう」（SL, 300）とまで言い切って誘って
いる。その後彼女の参加がないまま劇は2幕まで書き進められ、編集者Robert K. Haasへの5月の手
紙では、「2章まで書いたが、自分は劇が書けないことを痛感した。これは出来る人に書き直されな
くてはならない」（SL, 302-303）と彼女の参加の可能性を暗示している。
　Faulknerが劇の部分の共同執筆をJoanに持ち掛けたのは、おそらくハリウッドでの映画脚本の共
同作業の経験から、脚本なら共同で出来ると考えたためと思われる。実際、Joanへの手紙で判決後
カリフォルニアに滞在していたTempleが息子からNancyが絞首刑になるまでいるのかと尋ねられ
るショッキングな場面の会話を示し、彼はまるで映画のセリフのようだと書いている。

CHILD
Mama, we're a long way from Jefferson now, aren't we? 

TEMPLE （reading） 
Yes, a long way.

CHILD
How long are we going to stay here?

TEMPLE
As long as we want to.

CHILD
Will we stay here until they hang Nancy?

TEMPLE �（reacts now, listening, probably 
knows what's coming but it's too 
late to stop now.）
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CHILD
Where will we go then?5）　　　　　　　　　　
						     （SL, 306-7; emphasis added）

　しかし彼が戯曲にこだわったもう一つの理由は、亡くなった弟Deanの女友達で女優となったRuth 
Fordに彼女のために戯曲を書くことを頼まれていたことである（Blotner 515）。Requiem for a Nunは
1951年9月に出版後、10月に試験的上演のための戯曲化がなされている。
　こうして見るとRequiem for a NunはFaulknerの女性関係から書かれた作品に見えるが、作品では
そのような女性を意識した雰囲気は―上流階級らしいMrs. StevensとなったTempleの服装は演じる
俳優の影響も若干あったかもしれないが―ほとんど感じられない。そもそも同じMississippi州出身
者とはいえ、北部の教養大学に通う女子大生Joanに、いきなり元麻薬常習者で逮捕歴のある元娼婦
だった黒人女性の乳母の赤子殺しに関するディープなストーリーの共同執筆を依頼することも乱暴
な話である。この作品は書き進むにつれて、最初の構想にあった“That Evening Sun”のNancyの
ストーリーはほとんど後退し、Mrs. Gowan StevensとなったTempleのSanctuaryでの秘密の悪徳の
告白が衝撃を与え、さらにGowanとの偽りの結婚生活が結果的にNancyの赤子殺しにつながった可
能性が顕現していく。
　作家志望のJoan Williamsは最初はFaulknerを作家として、また父のような存在として接して
いたが、Faulknerから迫られて愛人関係に陥っていく。二人の関係の深まりを察知したEstelleは
Faulknerに宛てたJoanの手紙を横取りして（“intercepted”）、彼女とMemphisで会い、夫と結婚す
るつもりかと詰問までしたが、二人の関係はその後も続くのである（Williamson 280）。Joanと恋愛
関係を持ちながら、Faulknerが彼女に示したストーリーはTempleが夫婦関係の緊張に耐え切れず
に、Memphisでの愛欲を蘇らせるような手紙を持つPeteと駆け落ちしようとする不倫に関するもの
あった。不倫を強いられたJoanにとって、不倫を防ごうとして赤子を殺した女性の死刑判決のドラ
マをどのように修正できただろうか。
　Faulknerは愛する人に時々このような残酷な扱いをすることがある。たとえば、Meta Carpenter
は二人の愛の体験から書いたとされるThe Wild Palmsを読み、人妻が若い男と純愛を求めて駆け落ち
をして失敗して死ぬストーリーとは、彼女とFaulknerの駆け落ち―たとえば、人妻がFaulknerで若
い医学生がMeta自身など―を想像して作られた作品と考えなかったであろうか。またSanctuaryの
Temple Drakeは独身時代のEstelleがモデルだと言われているが、その原稿を見せられたEstelleは
憤激している（Blotner 239）。彼女はFaulknerが彼女をモデルにするときは悪い面ばかり強調する
と不平を述べている。
　しかしFaulknerは意図的に愛する女性をないがしろにする作品を書こうとしたわけではない。彼
にとって大切なのは彼自身が納得する優れた文学作品を完成させることであった。祖先、祖父母、親、
兄弟、親戚、妻、子ども、友人、知人、恋人、仕事仲間まであらゆる人が彼の作品の人物造形に寄
与している。しかも、そのままの自然な姿ではなく自在に想像を加えて新しい人物像を創造してきた。
そして何よりも自分自身を解剖しさまざまな人物を生み出し、またその中に生きたのである。Jean 
SteinとのインタヴューでFaulknerは、作家は一流であるほど無慈悲で、彼はただ自分の芸術に対し
てのみ責任がある。彼は必要があれば母からも盗む、と作家としての過酷な生き方を説明している
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が（LG, 239）、Requiem for a Nunという作品もまさにそれが完全に適合する例といえるだろう。
　これまで第1期はEstelleが、第2期はMeta Carpenterが小説家Faulknerの創作力の向上や維持に
寄与したのではないかと述べてきたが、ノーベル文学賞受賞以降の想像の女神ミューズは誰であろ
うか。40年代後半になり、Metaも離婚した夫と再婚したりして年を重ね、Faulknerとの関係は51
年に完全に切れるが、代わって彼の前に現れたJoan Williamsは最初は若くてエネルギーを与えたが
長続きはせず、ノーベル文学賞受賞で訪れたストックホルムでは亡くなった知り合いのスウェーデ
ン記者の妻Else Jonssonと短い交際があったのち、ジャーナリスト志望の若いJean Steinと交際して
いるがいずれも数年程度で終わっている。第3期のFaulknerはある意味では手あたり次第女性と交
際し創作力の衰えをカバーしようとしたように見える。しかし彼の関心はただ一つ、南北戦争後の
荒廃から精力の最後を賭けて再建に取り組んだSutpenのように、あらゆる手段を駆使しながら優れ
た文学作品を生み出すことにあった。
　ノーベル文学賞を受賞して12月中旬に帰郷したFaulknerにとって一番の気がかりは1944年から
書き続けながらまだ完成されない大作A Fableであったが、翌年1月早々に手紙でRobert K. Haasに
その大作に取り掛かる前にRequiem for a Nunを完成したいとこの作品の仕上げに取り掛かり始めた
ことを伝えている（SL, 311）。同時にJoanに3幕の劇を送っていてCaliforniaに郵送するように指示
を出している。手紙で読む限り、Joanには戯曲のことだけを話し（「我々の第3幕」“our act three 
section”と言っている）、3篇の序についてや作品全体の構造についてはほとんど話していない 6）。
Joanに対しては「我々の劇（our play）」という言い方はするが、編集者に対しては「小説（novel）」
と言い切っていて、Faulknerは彼女を頼りにせずに最終的に自分が作品を完成させると明言してい
るのである。
　ノーベル文学賞受賞演説においてFaulknerは、「人間が不滅であるのは、生き物の中で人間だけが
不滅の声を持っているからではなく、人間だけが憐れみと犠牲と忍耐することのできる魂や精神を
持っているからだ」（ESP, 120）と述べているが、それに対応するようにRequiem for a Nunでは次第
にTempleの魂の救済がテーマであることが明らかになっていき、2幕の最後で彼女は「わたしの魂
の救い、もし私が魂を持っていればの話だけれど。それを救う神がいればの話だし、そして神がそ
れを望めばの話だけれど－」（212）と問いかけている。牢獄のNancyは全ての人は罪を犯し、受難
するものだと彼女の宗教的信条を語り、Templeが自分を許す人がいない自分はどうしたらよいかと
問うと、ただ「信じなさい（“Believe”）」（283）とだけ答えている。

Ⅶ
　さてタイトルのrequiem（「レクイエム」）は日本語では「鎮魂歌」と訳されていて、元はカトリッ
クの死者を送る典礼の時に歌われたもので、15世紀以降に曲が付けられ様々な作曲が作られるよう
になった。通常ミサ曲と異なり、主に死者の安息を願い、罪を必然的に犯す存在である人間、特に
死者の罪の許しを請い、死者が天国に上ることを祈る音楽である。
　それでは「レクイエム」とは誰のためのもので、“nun”（「尼僧」）は誰なのだであろうか。
　Faulknerは大学の会見で「尼僧」はTemple DrakeかNancyかと問われた時、Nancyだと明言
している（FU, 196）。死刑判決後Nancyは日曜日ごとに讃美歌を歌うなど修道院の尼僧のような
生活を送っており、雇い主の不倫を防ごうと罪を犯した彼女の魂を鎮める鎮魂歌だとタイトルを理
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解するのも容易である。しかしそう結論付ける前にFaulknerの作品において黒人の置かれている
立場をもう一度考える必要がある。The Sound and the FuryでDilseyを始め黒人たちが白人の主人の
理不尽な要求の犠牲になって「耐えた」ように、黒人は犠牲者として、しばしば命まで奪われてい
る。Light in AugustのJoe Christmasは人種主義者によって去勢されて惨殺され、“Dry September”
では欲求不満の白人女の妄言から善良な黒人のWill Mayesが暴徒のリンチの犠牲になっている。

“That Evening Sun”では白人の性的欲望のはけ口となっていたNancyが内縁の夫Jesusの怒りを
買って殺害の危機に瀕しているが彼女も白人社会の矛盾の犠牲者である。さらにGo Down, Mosesの

“The Bear”では黒人の奴隷女が白人の主人の非人道的行為の果てに命を絶っている。このように
Faulknerにおいては、黒人はしばしば白人社会の中で社会的矛盾によって引き起こされた白人の罪
を贖い、悪を浄化する供儀の生贄のようになっている。
　第1幕第1場の法廷の場で、Nancyは死刑宣告を人間の裁判官の下した罰としてではなく、「はい、
主よ」と言い、天の神の声／審判として受けとめている。そもそもNancyがTempleの子を殺したと
き、まるで神に代わって彼女を裁くようにためらいなく行っており、その帰結としての死刑宣告も
あたかも、Templeに代わって罰を引き受けるかの如く平然と受けとめている。受難を自ら進んで引
き受けて魂の平安を得たNancyに対して、Templeは魂の救いの手段を見失って混迷の度を深めてし
まう。
　ところでSanctuaryのTempleはEstelleがモデルだと見なしうるが、Requiem for a NunのTempleの
モデルは―もしいるとすればの話だが―は誰であろうか。家庭内に夫との緊張関係があったとはい
え、過去の逸楽のなごりを示されて、夫婦の契りに背いて不倫を働こうとするTempleは女性とはい
え、Estelleではなくいつまでも愛人との関係を断てず、愛と結婚に悩むFaulknerが自らをTemple
に投影して描いたと考えられないだろうか。創作力を維持するために若い愛人から生きるエネルギー
を必死になって得ようとした、老いと戦うFaulknerの姿は、不幸な結婚生活に苦悩しながらも、過
去の逸楽を忘れられないTempleに重なるのであり、Nancyはその不安にさいなまれたFaulkner/
Templeの魂を鎮めるために自ら進んで命を捧げたと言えるだろう。Virginia大学での質疑応答でこ
の小説の題や「尼僧」は誰を指すかを問われたときに、「尼僧」はNancyだと明確に答え、彼女は
娼婦であったが、環境によってそうせざるを得なかったのであり、無垢な子供のために宗教的な観
点から世を捨てたのだと、最大限の賛辞を送っている。（FU, 196）　『ボヴァリー夫人』（1857）を
書いたギュスターヴ・フローベールは「ボヴァリー夫人は私だ」と言ったといわれるが、同様に
Faulknerも「Temple Drakeは私だ」と言ったと思えるほど彼女には作者のパーソナルな闇が投影
されている。

Notes

1）1950年5月の編集者のRobert K. Haarsへの手紙の中で、フォークナーは「私の原稿は…興味深
い形式上の実験作になる。大丈夫だと思う」とやや遠慮がちに述べている（SL, 305）。一方1956年
にヴァージニア大学の質疑応答で、戯曲に散文が混じる実験性について問われたとき、フォークナー
はそれが最上の形であり、序文と戯曲が対位法的効果を上げていると積極的な説明をしている。（FU 
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122）

2）1925年の初めにニューオーリンズの友人のSpratlingのパーティで知り合い、その年の夏の初め
にPascagoulaで滞在中に彼女の母の別荘に遊びに行き交際する。Faulknerのいわば片思いで、彼女
に1926年に水彩画とペン画を付けた、愛の遍歴の果てに入水自殺をする騎士の物語Maydayと彼女へ
の求愛をややコミカルに描いた1篇の詩と15篇のソネット集Helen: A Courtshipを贈呈し、1927年出版
の長篇の第２作Mosquitoesも彼女に捧げている。

3）1946年12月のMalcolm Cowleyへの手紙で、フォークナーは自分には新しい人たち、特に新しい
若い女性が必要だと述べている（SL, 245）

4）作品中Gavin Stevensの甥である、殺された赤子の親であるGowan Stevensは、黒人の殺人犯を
弁護して腕を振るいあげることが出来るなら、コートを取り上げることくらいできるだろうと、叔
父のコートを受け取る時に嫌味を言っている。
　If he could raise his arm in a white courtroom to defend a murdering nigger, he can certainly 
bend it in nothing but a wool overcoat. . . . （RFN, 60）

5）本文ではTempleの説明として示される。
	 Temple 　
. . . . 
It was that afternoon--the sixth. We were on the beach, Bucky and I. I was reading, and he was
−oh, talking mostly, you know--'Is California far from Jefferson, mamma?' and I say 'Yes, darling'
−you know: still reading or trying to, and he says, 'How long will we stay in California, mamma?' 
and I say, 'Until we get tired of it' and he says, 'Will we stay here until they hang Nancy, mamma?' and it's 
already too late then; I should have seen it coming but it's too late now; I say, 'Yes, darling' and 
then he drops it right in my lap, right out of the mouths of − how is it? − babes and sucklings. 
'Where will we go then, mamma?' And then we come back to the hotel, and there you are too. 
Well? （RFN, 78; emphasis added）

6）50年8月の終わりの手紙で、3幕を本にまとめるつなぎの足場（scaffoldings）に取り組んでいる
と話しているが具体的ではない。（Blotner 520）
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研究ノート

要旨
　代表的な投映法の心理検査であるロールシャッハ法においては、インクブロットの中に立体的
にものを見立てる反応がしばしば認められる。これらの反応は立体反応・展望反応と呼ばれるが、
反射反応や拡散反応も立体的なものの見方がともなっているとみなすかどうかについては議論が
多い。本論文ではロールシャッハ法において立体的なものの見方をともなう反応について、その
記号化とこれらの反応の解釈について概観し、筆者が経験している立体的な知覚をともなうテス
ト反応のいくつかを考察している。形態立体反応や濃淡展望反応などの記号化やその理解につい
ては現行の記号化システムでは不十分な面があり、どのような質の立体的な知覚であるかの理解
や、形態水準や特殊スコアなどを組み合わせて丁寧にこれらの反応を理解する必要性を論じた。

キーワード：ロールシャッハ法、立体的に見る反応、記号化

Ⅰ　はじめに
　ロールシャッハ法における被検者の反応の中で、インクブロットの中に立体的なものを見る場合が
ある。これらの反応の代表的なものはロールシャッハ法の一つのスコアリングシステムである包括シ
ステムでは濃淡展望反応（Shading-Dimensional Response:Vista）と形態立体反応（Form Dimensional 
Response:FD）がこれにあたり、片口法では立体（通景）反応（three dimensional or vista response）が
同じくこれにあたる。ロールシャッハ法の各種のスコアリングシステムにおいては、この立体を見る反応
についてどのように考え、どのような場合に記号化するかについては異なっている。Rorschach,H.は著書

『精神診断学』の中で、これらの反応についてはほとんど触れないままに、急逝している。その後のロー
ルシャッハ研究者・実践者が異なった発想や理論からこれらの反応について記号化をおこない、解釈仮説
を検討している。立体に関する記号化とその解釈仮説がロールシャッハ法の中で議論がもっとも多く、多
様な考え方展開されていると考えられる。
　ロールシャッハ法における立体的な知覚は図版の陰影の特徴を用いている場合が多いので、反応決定因
子の陰影反応のカテゴリーに分類される場合が多い。しかし、片口（1987）は「必ずしも陰影因子によら
なくても生じうる」と位置づけており、陰影を用いない、ブロットの形態のみによって生じる三次元的知
覚も立体（通景）反応に含めている。さらに片口は水や鏡などに映っているという反射反応も立体（通

ロールシャッハ法において立体的に見る反応に
ついて

Consideration on the stereoscopic perception on the Rorschach.

黒田　浩司
Hiroshi Kuroda
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景）反応含めている。インクブロットの陰影を用いないで、形態のみによって生じる三次元的知覚につい
てはKlopferとKelley（1942）はこの反応を展望カテゴリーの中に慣用的に含めており、片口もそれに習っ
ていたようである。一方、Beck（1942）はこれらのいくつかを展望としているが、漠然とではあっても
濃淡が使用されていると思われる場合のみもちいたとされており、片口やKlopferとKellyとは少し異なっ
た見解を有している。また、片口（1987）の拡散形態反応（KF）と拡散反応（K）も「深さ」を前提と
して記号化されており、三次元的な知覚がそこには関連していると想定している。
　本論文では、ロールシャッハの中に立体的なものを知覚する反応について整理し、これらの反応の意味
するところやその解釈仮説について概観したのち、筆者が近年経験している立体反応をいくつか紹介しな
がら、その記号化と解釈仮説に考察を加える。筆者がロールシャッハを施行した被検者の反応の中に、立
体的な知覚を多く見出す被検者や、特異な立体を知覚する反応がいくつか認められており、これらの反応
を理解するにあたって、現在の記号化のカテゴリーでは十分ではなく、解釈仮説にも若干の修正や変更を
加える必要があるのではと考えている。

Ⅱ　�インクブロットの成り立ちとRorschachの考え：ロールシャッハ図版にはもともと陰影があったの
か？ 

　ロールシャッハ法において立体的なものを知覚する反応は、すべてがそうではないが、図版の陰影との
関係が深いと言える。また、ロールシャッハ法の立体反応や陰影反応を考えるにあたっては、現在のイン
クブロットの誕生の経緯を抜きには考えられないこと、ロールシャッハ法のテスト図版については誤解も
少なくないことからインクブロットの成り立ちについて整理しておく。ここでいう誤解とは２つあり、ひ
とつはロールシャッハ図版が偶然に出来上がったインクブロットであるとされており、あいまいで漠然と
した特徴を有していると言及されることである。もうひとつの誤解は、Rorschachのもともとの図版には
陰影がなかったが、印刷のミスで陰影が生じたとされていることである。Rorschachの『精神診断学』の
発刊をめぐってはさまざまな紆余曲折の経緯があり、現在、ロールシャッハ法の刺激図版として出回って
いる10枚のインクブロット図版はRorschachがもともと使っていたものと同じで、そこには今と同じ陰
影が施されてことがわかっている。『精神診断学』に含まれている検査データは現在の図版を含む12枚の
図版で実施されている。これについては、Rorschachの生涯や彼の研究の経過について粘り強く資料を収
集してまとめ、詳細に考察をおこなったExner,J.E.Jr.博士の功績は絶大であり、その成果はExner（2003a）、
中村（2010）に詳細に解説されている。以下はその内容を簡略にまとめたものである。
　Rorschachが『精神診断学』で用いたインクブロットは1918年くらいから使用を始めたと推測される。

『精神診断学』の10枚の図版をどのように作成したのかについては、詳細なことがわかっていない。しかし、
『精神診断学』にむけてクレソグラフィー・ゲームのように偶然でき上ったようなあいまいなインクブロッ
トの使用をRorschachはやめているようである。その理由は統合失調症の患者さんのクレソグラフィー・
ゲームやインクブロットへの反応を検討したことによるようである。Rorschachは多くの患者さんにイン
クブロットを見せたところ、統合失調症の患者さんが他の疾患の人たちと違ったものの見方をすることに
気が付く。それは「なぜ統合失調症の患者さんは他の患者さんと違って『形をあるものを見ない』のだろ
うか」という重要な疑問（中村,2010）であったいわれる。これはRorschachがトライアルブロットを作
るかたわら、1917年から1919年にかけて自分の臨床データを集めてゆく中であらためて実感したようで
ある。
　統合失調症（schizophrenia）の概念は1911年にRorschachの恩師であるBleuler,E.が提示したもので、
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Rorschachがトライアルブロットを作成していた時期は精神病理学者がこの問題について議論をしている
最中であったと推測される。何らかの器質的な影響で生じる他の精神病と統合失調症をどのように鑑別
するかという課題が当時の精神医学界では耳目を集めていたものと推測される。図版を見せてそれが何
に見えるかを報告してもらうという簡単な方法で、人の精神内界の特徴や病理を理解して鑑別すること
ができるかもしれないということで、Rorschachは熱意をもってこの研究に取り組んだものと思われる。
Rorschachと恩師Bleulerとの関係については、RorschachがBleulerの仕事の推薦を断ってロシアへ向かっ
た経緯からうまくいっていなかったことが推定され、恩師の提唱した統合失調症が「図版に対する視知覚
反応の特徴」によって他の疾患とは質的に異なることを証明できれば、大いなる名誉挽回になると考えて
いたかもしれない。これはあくまでも推測の域を出ないことではある。統合失調症でない多くの人は図版
の中の輪郭をつかむのに、統合失調症の人たちはそういう輪郭を無視した形のないものを見る。このこと
に気が付いて以降、インクブロットを作るにあたってRorschachは自らの芸術的才能を発揮して、自ら筆
を執って精密な部分を描き装飾を加え、さらにはいくつかの色を添えたようである。Rorschachはそれま
での経験から、そうすることで、いくつかの図版に多くの人に明確な形状を与えることによって、その人
の痕跡として蓄えられた諸対象と近似なものを見出しやすくしたと考えられる。そうすることで、統合失
調症の特徴である一定の輪郭を無視した知覚がより明確になるように、図版にはっきりわかる輪郭の手が
かりがあったほうがいいと考え、それを加えたものと推定されている。当時のRorschachが作成していた
トライアルブロットの中には、よく見ると鉛筆で輪郭を描いたものが見つかっており、全体の輪郭を鉛筆
でとっておいて、その上に筆で色を塗っていたようである。これらの資料はスイス・ベルンのRorschach 
Archivesで確認することができる。このことから、ロールシャッハ図版は偶然でき上ったものではなく、
あいまいで漠然としたものではなく、いろいろなもの見えやすい特徴を描き加えられて作られたものと言
える。
　Rorschachは1918年から1919年初頭にかけては少なくとも15枚の図版を用いていたようであるが、そ
れらの所見を見直した後で図版を12枚まで減らしている。Rorschach はMogenthaler,W.から『精神診断
学』を最初に出版することになるErnst Bircher社を紹介され、出版のための準備をしている。しかし、
出版社との交渉の中でRorschachは図版の枚数を減らすことを強く要求される。最初は６枚という提示
を受けたRorschachは交渉を続け、出版社から10枚以上の図版は勘弁してくれと言われたとされている。
Rorschachは決して納得はしていなかったようであり、その後も12枚で検査を続けていたようである。
Rorschachが十分に納得したとは想定できないものの、最終的には10枚での『精神診断学』刊行を了解し
たとされている。出版社の印刷機でできた試し刷りに問題が生じたようである。できあがったインクブロッ
トの色彩がもともとのもとかなり違っていたようであり（ⅧカードとⅨカードが特にそうであったと言わ
れている）、さらに、無彩色図版の灰色と黒の濃淡がもともとの図版とは大きく異なった出来になってい
たと言われる。Rorschachは何度か繰り返して図版の校正を要求し、出版社もそれを実施し、現在のもの
に至っているようである。
　『精神診断学』で用いられたロールシャッハのインクブロットは現在のロールシャッハ図版に２枚の別
の図版が加わった12枚シリーズで行われて、現在のⅢとⅣの間、ⅦとⅧの間に、別のカードが加えられ
ていたとされる。スイス・ベルンにあるRorschach Archivesにはこのうちの１枚とされる、左右非対称
の図版が所蔵されている。残念ながらロールシャッハのもとの12枚に含まれるもう１枚がどのような図
版であるのか、さらに図版を15枚から12枚に減らす中で、途中で用いられなくなった３枚の図版がどの
ようなものであるのかについては詳しい情報がない。
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　Exner（2003a）が詳しく紹介するまで、これはなにを根拠にそう論じられていたかは不明であったが、
Rorschachのオリジナルのロールシャッハ図版は偶然出来上がったものの中から選ばれており、もともと
は図版には陰影がなかったために『精神診断学』では陰影を扱った反応が扱われていなかった、と語られ
ていた。筆者もこのような紹介を以前は信じており、書籍や論文でもそのような紹介をしたことがある
が、実際にはロールシャッハ図版はもともと濃淡のあるインクブロットであったというのが事実のようで
ある。
　『精神診断学』の中で、当時のRorschachは反応決定因子としてFの形態、Mの人間運動反応、有彩色
反応の３種類（FC,CF,C）しか使っていなかった。Rorschachの没後、Oberholzer,E.が公刊した論文「形
態解釈実験の活用」では、無彩色反応や陰影反応の可能性が示唆されている。この論文は鈴木による『精
神診断学』の翻訳に所蔵されている。そこではRorschachは慎重な姿勢を示しつつも、陰影反応が情緒的
適応に関連し、臆病で注意深く、適応力が妨げられていることを示している。さらにそれは他人がいる場
合に自己統制しようとする基本的に抑うつ的な素質傾向を示す、と述べている。

Ⅲ　立体の知覚に関連する反応の記号化について
　前述の通りRorschachは『精神診断学』の中では、形態、人間運動、有彩色反応、の３種類の反応決定
因子しか扱っておらず、その後多くのロールシャッハ研究家・実践家によって多様な記号や観点が導入さ
れており、それはそれぞれのロールシャッハ研究家・実践家のよって立つ理論的な立場などによって異なっ
ている。これについては紙数の都合もあるのでここでは詳しく論じないが、Exner（1969）などに詳細に
比較検討されている。立体的な知覚やそれに関連する決定因の分類や記号化についてはロールシャッハ諸
家によって微妙に異なっている。ここでは詳細に論じることはせず、立体や陰影に関する反応について比
較的細やかな分類を設定している包括システムと片口法に準拠して論じる。
　ロールシャッハにおいて立体を見る反応については、インクブロットの濃淡や陰影を用いている場合と、
必ずしもそうではない場合がある。ここではまず、濃淡・陰影を用いている場合について整理する。ロー
ルシャッハ図版には「色の強弱」があって、「色がむら」や「濃い薄い」という特徴を用いて反応を形成
している場合が濃淡反応になる。濃淡についてはロールシャッハシステムによって多様な分類があり、一
番議論が多い反応決定因のひとつになっている。ここではまず陰影反応について一番細やかに分類してい
るExner（2003b）の包括システムの観点から紹介する。Exner（2003b）によると、濃淡反応は材質反応（T：
Texture）、濃淡立体反応（V：Vista）、濃淡拡散反応（Y:）に分けられる。この中で濃淡立体反応がイン
クブロットに立体的な知覚をしている反応になる。これは濃淡によって三次元的な立体感をもって見える
というもので、比較的高度な知覚と考えられている（中村,2010など）。よくある濃淡立体反応の例として
は、図版Ⅵにおいて、インクブロット全体を用いて「濃くなっている部分が谷底に見えて、だんだんと薄
くなっていて、谷の上から谷底を見ている」というように、濃淡にある種の深さの知覚がされている場合
であって、濃淡の効果で立体に見ているのがV反応（以下、V反応と表記する際には、FV、VF、Vのす
べてを含む）になる。
　濃淡立体反応は、彩色反応や無彩色反応と同じように、その知覚対象が形態をしっかりと有している形
態濃淡立体反応（FV：Form-Vista Response）か、あまりしっかりとした輪郭が知覚されていない濃淡
立体形態反応（VF：Vista-Form Response）か、形態を有していない純粋濃淡立体反応（V：Pure Vista 
Response）かに分けられる。包括システムではV反応解釈の際には、V反応の数（SumV：FVとVFとV
の和）が注目される。V反応は通常期待値は０個と考えられており、V反応が多く出現するのは入院中の
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うつ病患者の群であると言われている。実際にロールシャッハ反応を見てゆく際には、V反応の数だけで
なくそのＶ反応がＦＶかＶＦかＶのいずれに分類されるのか、その反応にともなっている形態水準はどの
ようなものであるかを組み合わせて解釈をする必要があると考えられる。
　包括システムにはもう一つ立体的な知覚をコード（他のシステムでは「スコアリング」ということが多
いが、包括システムは「コード」と言う）する記号がある。これは濃淡を含まない立体知覚である、形態
立体反応（FD：Form Dimension Response）のことを示す。この記号は包括システムに独自のコードであり、
他のロールシャッハシステムには使用されていない記号である。KlopferとKelley（1942）はこの反応を
展望カテゴリーの中に慣用的に含めていたようである。Beck（1942）はこれらの反応のいくつかを展望

（Vista）と分類しているが、漠然とではあっても濃淡が使用されていると思われる場合のみにこの記号を
もちいた。すなわち、濃淡の使用をしていない、あるいは濃淡の使用が明確でない反応をKlopferは展望
反応に含み、Beckは展望反応に含めなかったようである。Klopferの方法に準拠している片口法では、図
版の中に立体的な知覚をした場合には濃淡の使用にかかわらずKのスコアリングを用いている。
　FD反応は、形態（Form）と大きさや長さ、奥行きや距離のように計れるもの（Dimension）でできる
３次元知覚のことである。
　中村（2010）はFDを以下の４つに分類している。
　（１）�大きい・小さいのよって距離感が出る場合：反応例：図版Ⅳ,W「これは頭が小さくて足が大きい

ので、巨人が見下ろしているようだ」
　（２）�手前・後ろによって距離感が出てくる場合：反応例：図版Ⅲ「両脇に女の人が踊っていて、奥に

はかがり火が燃えています」
　（３）�上・下の関係を見る場合：反応例：図版Ⅳ「目があって、虫がいて、虫の上に葉っぱがあります」、

図版Ⅳ「人の顔だけ見えていて、上に布団がかかっていて体は見えません」
　（４）�めくれを見る場合：反応例Ⅳ「枯れ葉が一部めくれて手前に丸まっています（D２の色の薄くなっ

ている部分をめくれていると示す）」
　FDは濃淡が関与しておらず、２点間の距離で語られていることを確かめられることでコードされる。
FD反応のコードは対象がしっかりとした形態を有している反応のみであるという考え方をしており、DF
やDといったコードは存在していない。しかし、後述するように、現況の包括システムと記号化としては
FDとしてコードすることが適切であるのだが（あるいはFDとしてコード化するしかないであるが）、必
ずしも形態把握が十分ではないFD反応や形態把握がかなりあいまいなFD反応があることも確かである。
FDの平均値は世界の平均が1.02で日本人の平均は1.13であり、SumVが世界の平均の0.52、日本人の平
均0.43よりもずっと大きい（中村,2010）。また、包括システムにおいてはVもFDも比較的安定した指標
であることが確認されており、成人50名を被検者とした１年後の再検査における相関係数はSumVが、
0.87、FDが0.88であったと言われる。
　ロールシャッハ法において被検者がインクブロットの中に立体的な知覚を見ているかどうかで議論にな
る決定因があと２つある。それは反射反応（包括システムでいうとr）と片口法でいう拡散反応（Ｋの中
に含まれる、包括システムでいうと拡散濃淡反応Yにあたる）である。反射反応は、図版Ⅲで人が鏡に映っ
ていると見えたり、図版Ⅵで海上を進む船が水面に映っていたり、図版Ⅷで岩に足をかけている動物が湖
に映って見えたりする反応であり、いずれも形態のある対象が実像となって、これらの反応は何かに映る
反応となっているので形態反射反応（Fr：Form-Reflection Response）になる。図版Ⅴで枯れ木が突き刺さっ
ているのが湖に映っていたりする場合は、通常は枯れ木に決まった形状はないと想定されるので反射形態
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反応（rF：Reflection-Form Response）になると考えられる。包括システムでは純粋反射反応（r）は想
定されていない。鏡や水面に映っていると見ることはなんらかのものを見ていることになるので純粋反射
反応（r）というものはあり得ないと考えるようである。反射反応は鏡を見ている人や、水面に映ってい
る船や動物を別方向から見ている被検者がいるので立体的な知覚をしているものと推測して、片口法では
反射反応は通景反応と同じKの記号が用いられる。しかし、このような反応をする被検者が必ずしも立体
的・三次元的に見ているとは限らないという可能性もある。ただ単に、左右対称であるので「鏡を見てい
る」「映っている」と反応している場合に、３次元的な立体的な知覚していると扱うべきかどうかは議論
があるところである。また、関連する反応として、包括システムでは「鏡に映っている」と言及しないも
のであるが、図版の左右対称性から一対の同一対象を知覚する「ペア反応（２とコード化する）」がある。
ペア反応に関しては、ただ対になっていることについて言及しているにとどまり、鏡映像的な知覚をして
いないので、これだけでは立体的な知覚をしているとは推定されない。
　次に、片口法の拡散反応の考え方について触れておく。片口（1987）の拡散反応は深さと拡散の印象が
主体の反応であり、KF（拡散形態反応）とK（拡散反応）のスコアがある。KFは対象がある程度のまとまっ
た形を持つ場合に与える。例えば、「雲」「煙」「原子雲」のような反応である。片口法ではこれらの反応
については陰影効果について被検者が特に言及していなくても、特にそれを否定しない限り（「陰影は関
係ありません」と言及していなければ）、KFをスコアしてよいとしている。Kについて片口（1987）は何
の形も伴わず、深さあるいは拡散の効果を持つ反応であるとしており、その特徴をKlopferの指摘した「切
り離さないでナイフで突き通すことができるもの」と述べている。これにあたるのが、「霧」「霞」「煙」「暗
闇」などであり、Kとスコアする場合には全く輪郭をもたないものでないといけないと考えられている。
　片口（1987）では、被検者が陰影に言及していなくても反応内容が「雲」「煙」「原子雲」であればKF
をスコアしてよく、輪郭を持たない「霧」「霞」「煙」「暗闇」で「灰色の感じ」や「色の濃淡」を指摘し
ていればKのスコアがされる。しかし、これらの場合に被検者が三次元的な奥行き感などを本当に知覚し
ているかどうかは明確でないという問題がある。包括システムにおいてはこれらの反応は濃淡拡散反応Y
のコードが用いられる。陰影や明暗特徴が反応の明細化の特徴として用いられた場合にこのコードが用い
られる。片口法でKFとKは漠然とした立体感を知覚していると理解するのに対して、包括システムでは
それだけでは立体的な知覚とは断定しないことが大きな差となっている。なお、包括システムでYはスト
レスに関連する比較的変化しやすい変数とされており、その意味でも前述のVやFDとは異なる位置づけ
がされている。包括システムにおけるY反応の数（SumY:FYとYFとYの和）の１年後の再検査におけ
る相関係数は0.31であり、FDやV反応の数にくらべるとかなり低くなっており、こういった意味でもY
反応はV反応やFDとは異なった性質を有しているものと推定される（中村,2010、中村,2016）。
　以上のように整理をしてゆくと、ロールシャッハ回版の中に立体を見る反応としては、包括システムで
いう、V反応とFDが適切なようで、rおよびYが立体を知覚している反応として分類することには慎重
であるべきであろう。そしてペア反応（２）はそのような反応から基本的に除外することが原則であると
思われる。一方で、Ｖ反応とＦＤの分類が厳密にできるかどうかどうかということも検討が必要であろう。
ＶではなくてＦＤであるとコード化される場合には、その反応領域に陰影が存在する場合でも、反応を形
成する際に、図版の陰影を手掛かりとして用いていない場合である。そして、ロールシャッハ法では、そ
れは被検者がそのことについて言及するか言及しないかによって判断をせざるをえない。もちろん、被検
者が反応を生成する領域にまったく陰影がない場合はそれがFDであることは明確であろう。例えば、図
版Ⅱの中央の空白領域を用いて「上が細く下が広くなっているので、白い上り坂が向こうにつながってい
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る感じ」であるとか、図版Ⅶの中央の空白領域で「壺に見える。口がこう空いていて、中が見える感じ」
といった場合にはこういう場合に当たるであろう。もちろんこの場合も空白領域に隣接しているインクブ
ロットの陰影が立体的な知覚に影響を全くもたらしていないかどうかの議論もあるであろう。また、図版
Ⅳで「頭が小さくて足が大きいので大男を見上げている感じ」と被検者が報告した場合には、中村（2010）
の分類の（１）にもとづいてFDと記号化することが正しいが、実際に陰影の効果が立体感の形成に寄与
していたとしても被検者がそれを言及しなかっただけの場合もあることが推測される。これは色彩反応に
ついても同様のことが当てはまることがある。図版Ⅱにおいて「血がついている。赤い色は関係ありませ
ん」と被検者が語ったとしても、被検者が色に全く影響を受けずに「血」という反応を生成したとは考え
難い。陰影を含む領域や陰影のある領域に近接した領域の立体的な知覚についてもこのように明確に定義
することの難しさがある。これについては限界吟味の段階を実施することの可能性が議論されるかもしれ
ない。しかし、限界吟味を丁寧に行ったとしても陰影の使用が明確にはならない場合や、陰影の使用が強
く想定されるものの被検者がそれを否定する可能性も起こりうるであろう。陰影などから依存欲求などを
刺激されて、それに対する葛藤や両価的な感情が強すぎて、被検者が依存や愛着の欲求を認められず、抑
圧・否認などの防衛機制が働いた場合にはそのようなことも生じるであろう。また、限界吟味を実施する
ことは被検者に対して、ロールシャッハ法においてどのような反応が期待されているかといったことにつ
いて、必ずしも適切ではないと思われる示唆を被検者に与えてしまうかも知れない可能性を考慮しなくて
はならない。包括システムでは基本的に限界吟味の段階を実施していないし、片口法の使用者も近年はあ
まり行わなくなっている印象を受ける。原則に従って質問段階（inquiry）を実施し、できる限り恣意的・
誘導的な質問は行わず、被検者が主体的に行った説明に基づいて記号化することが適切であろうと考えら
れる。

Ⅳ　立体の知覚に関する記号の意味・解釈
　ここでは前節においてロールシャッハ法で立体を知覚する反応の記号化として適切と考えられる包括シ
ステムのV反応とFDを中心に概説する。解釈仮説としてV反応には否定的に内省するという意味があり、

「自分が悪かったから」「自分がダメだったから」こうなったと、自責の念、羞恥心、後悔、責任感、そう
いった自己点検をしたために生ずる自己に対する否定的な感情経験を指している（中村,2010、中村2016）
と言われている。通常、失敗を経験した場合に、それを自分の失敗ではなく誰かのせいにするということ
もしばしばされるのであるが、V反応がある人の場合にはそのような時に、自分が至らないせいだと自分
を責める人であり、ネガティブというより非常に深い内省や洞察をする人と理解するようである。包括シ
ステムの解釈課程におけるにおけるひとつの目安として、V反応が１以上認められる場合には、「普通で
ない自己検閲が起きていること」を示しており、ネガティブな特徴へのとらわれがあり、そのことが被検
者に苦痛をもたらしていると考えられている。Exner（2003b）による先行研究のレビューでは、V反応
は重症のうつ病の患者に生じやすく、アルコール依存者や外傷性脳損傷の患者は非患者群よりもV反応が
多く、非行少女に関する研究では「矯正可能性」とV反応の相関が示唆されている。つまり、V反応を示
した非行少女は、示さない非行少女よりも矯正の可能性が高いと考えられるのである。
　包括システムにおいてはV反応の存在が必ずしも肯定的なサインと認められていないのに対して、FD
は「自分のことを客観的に見る力」であり、その数が多すぎなければ大人らしい客観性を有しているとし
て肯定的に解釈されるのが原則とされている。望ましい数字としてFDが１か２あることが示唆されてい
る。このような場合には、被検者は普段からごく当たり前のように自分を見つけなおしたりする自己点検
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をしており、そうすることによって自己イメージの修正がうまく進められていると考えられている。
　しかしFDの数が多すぎることは望ましくないとも考えられている。精神科外来患者は平均で２個以上
のFDを示すと言われており、患者でない群と比較して有意に多いFDを示しているようである。FD反
応が包括システムで注目されたきっかけは、自殺監視下に置かれた64人の入院患者の研究である。通常、
患者ではないものの記録ではほぼ１個のFDが見出されるが、これらの自殺企図が強く憂慮される患者は
平均３個以上のFDを出していた。FDは自己破壊に夢中になっている人に共通した抑うつ的な特徴に関
連したものであろうと思われた。
　FDと内省力に関しては３つの研究がされている。以下はExner（2003b）から抜粋したものである。１
つ目の研究では、内向型の被検者（平均2.42、標準偏差0.94）は外拡型の被検者（平均0.93、標準偏差0.91）
よりも有意に多いFDを示す（p<0.01）。FDが刺激に即応しないで、反応の遅延あるいは内面化に関係し
ていることが示唆された。２つ目の研究では、40人の精神保健施設待機者リストに記載されている対象
者にあらかじめロールシャッハ法が施行された。この対象者はFDの数によって上位群・下位群に分類さ
れた。これらの対象者が待機の間に参加したグループセッションの様子を第３者が評価（自己内省的か他
者志向か、内容が過去、現在、未来のいずれかに言及されたか）を比較検討した。その結果、FD上位群
は有意に自己指向的、過去と現在を指向した、と陳述されることが多かった。上位群・下位群の間に自己
中心性尺度では有意な差はなく、この差は自己本位の程度の現れの差が反映されたものではないと推測さ
れている。３つ目の研究では、力動的な心理療法を受ける15人が被検者とされた。被検者は治療の最初
のセッションの数日前と、第10セッションの後にロールシャッハ法を受験した。その結果、FDの数は最
初のテスト（2.06〔SD1.03〕）に比較して、２回目のテストでは有意に増加3.11〔SD0.89〕）していた。また、
被検者の自己への気づきについての治療者の評定と２回目のFDの間に0.37の相関が認められた。
　Exner, Wylie, & Kline（1977）は274人の外来患者にロールシャッハ法を最初のセッション前と、治療
開始後９カ月、18カ月、27カ月と３回の再検査の４回を実施している。治療技法はバイオフィードバック、
精神分析的心理療法などであった。最初の再検査でFDは有意に上昇（1.52〔SD1.03〕から2.71〔SD1.18〕）、
展望のV反応も上昇していた。18カ月（2.39〔1.18〕）では９カ月に比してわずかに減少するも、治療が継
続している群（122名）は終結している群（157名）と比較してFDが９カ月よりも有意に高い値を示した

（継続群3.49〔1.29〕、終結群1.67〔1.02〕）。治療が継続していることで被検者の内省がより促進されている
ことが推測され、それがFDの増加につながっていることが示唆された。
　日本における研究においては、林・端・神前ら（2016）が肥満症患者103名（男性52名、女性51名）のロー
ルシャッハデータをコントロール群160名と比較している。この研究でコントロール群は佐藤・寺村・中
村ら（1998）による一般成人データが用いられている。その結果、肥満症患者は有意にFDが少なく（Sum 
Vも有意に少なかった）、この結果から肥満患者群は内省力が乏しいと推測されている。
　外来治療を求めてきた人々は平均２個のFDを示すが、統合失調症患者群では少なくとも１個のFD
を示したのは52％（平均0.86）、パーソナリティ障害群では37％（平均0.69）、入院中のうつ病患者の
FD反応は平均が1.14であり、患者でない群と基本的に変わらなかた。しかし、FDの数が３個以上で
あることは望ましくなく、SumVとFDの和が３以上であることは包括システムの布置記録表における
S-Constellation（自殺の可能性）のチェック項目になっており、SumVが１以上またはFDが３以上は
DEPI（抑うつ指標）のチェック項目の一つになっている。
　必ずしもすべてが立体的な知覚がともなっている反応とは言えないが、片口法のK反応の解釈仮説につ
いても言及する。片口（1987）のレビューによると立体（通景）反応は、Klopferは「内的な努力によっ
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て情緒不安を客観化し、冷静にそれらを眺めることのできるように、自身の問題から距離を取ろうとする
試み」を示すとしている。BeckはK反応を「劣等感の指標」とみている。そのうえで片口は「この種の
反応を生ずる人の感受性が、繊細かつ自己内の刺激にも敏感で、自己評価をしがちであるため、劣等感を
抱きやすい」と想定している。また、FKは児童期には少ないこと、適量のFKは分化した人格と適応の
良さを示すものとみてよい、としている。一方、KFとKに関しては「漠然とした対象の定まらない不安
を反映する」としており、「これらの反応を示す人は、不安を感じながら、それに対して防衛を確立しえ
ないか、あるいはその防衛に失敗しているかのいずれかである」としている。また、形態が全く関与しな
い純粋のKに関しては、「正常者に現れることはきわめてまれである」としている。片口法のFKやKF、
Kの理解について、人見（2017）はスコアリングが簡便ではあるが、一つのスコアリングにまとめ過ぎて
いるので留意が必要と述べている。FK反応の多くは濃淡因子が関与しているが、濃淡が関係ないFKも
あること、鏡映反応・反射反応もKの中に含まれていることを指摘しており、同じようにKが記号化され
るとしてもその内容によって意味合いが異なることを述べている。Kは基本的には劣等感や抑うつ感との
関連が言われておりどちらかというと否定的な意味合いを持つが、適切な明細化や形態水準がともなった
通景反応・展望反応（例えば、遠近法にもとづいた適切な三次元的知覚）は全体を見通す力や内的努力の
成果を表すと述べている。一方で、良好な形態水準をともなっていても、複数の鏡映反応・反射反応の存
在は自己愛の病理につながる可能性を示唆している（人見, 2017）。

Ⅴ　立体を知覚する反応の分類
　ロールシャッハ法で立体を知覚する反応には多様なものが含まれる。このような反応の下位分類が幾つ
間の研究で試みられている。細木（1973）はKlopferの示した立体反応の代表例を参考にして、
　（a） 風物の展開
　（b） トンネル、洞窟など
　（c） 視点の移動と空間的距離
　（d） 霞などの透明、半透明なもののかなたに物体や人物を透視する
　（e） 立体的な構造の布置ないし構造の叙述
　（f） 水面などの反射
という分類を示している。
　また、小川（1976）は反応形成に関与する決定因の違いからではなく、反応の知覚様式の違いから立体
反応を以下のようにサブカテゴリー化している。

（１）� �知覚対象の３次元的存在が強調される反応。すなわち知覚対象は一つであり、対象自体の立体感が
強く意識されている場合。

（２）� �３次元的知覚が、知覚対象とその反映・反射という形で強調される反応。つまり知覚対象は２つで
あるが、それが同一物体である場合である。水面や鏡に映る姿などに代表されよう。

（３） ��知覚対象間の距離が強調され、知覚対象間に３次元的存在が意識される反応。知覚対象と被検者の
視点間の距離が強調される場合も含まれよう。

　そして、小川はRorschach（1921）の「立体反応は“ある種の不十分感と関連”がある」とする解釈仮
説を引用し、この不十分感が対自的に体験される（１）のような反応の場合と、対他的に体験される（２）
や（３）の場合では自己不確実感に違いがあることを指摘している。つまり、立体感が対自的なものか、
対他的なものかによって、自己の未確立による「根源的な自己不確実感」のレベルから、ある水準の自己
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が確立したうえでの自己像・自己評価・自我同一性、対人関係の問題に至るまでの自己感の連続的で統一
的な解釈を想定している。
　細木の（f）、小川の（２）を立体的な知覚とみなすかどうかに議論があることはすでに述べたとおりで
ある。

Ⅵ　多様な立体を知覚する反応の例
　ここまでロールシャッハ法において立体を知覚する反応・記号化（スコアリングあるいはコード化）に
ついて概説してきた。しかし、実際の臨床場面では被検者の知覚についてどのように理解することがよい
のか、そしてどのように記号化することが適切か迷うケースにしばしば出会う。ここでは筆者が経験した
ロールシャッハにおける立体を知覚している多様な反応例を示し、その反応が示す現象とどのように記号
化すべきか理解すべきかについて検討する。検査の施行法と記号化は包括システムによっている。

反応例〔１〕26歳　女性（抑うつ神経症）　図版Ⅰ
　真ん中の女性がいて、左右からライトが当たっていて、影が二つ　Inq（女性がいて、左右から
ライト？）こう、真ん中に女性がいて、足で、手で、頭、髪の毛かな。それでライトが当たって、
こう影が立体的に２つある感じ【gestureで示す】。女性歌手が立っていて、ステージ上でこうなっ
ていることがある。黒いから影とも思った。
W＋　FD.FC’（２）u　H.Na　GHR

　この反応は女性と女性の２つの影で反応が構成されている。左右対称で同じものがあるので、人とその
人の影という反応とは異なっている。立っている女性に違う方向からライトがあたっているとgestureを
伴って３次元的な反応を構成しているのでFDとコードした。影は黒いからといっているので、FC’を
採用しているが、影であるのでFV（あるいはVF）、FY（あるいはYF）の可能性もあるものと推測される。
被検者の説明からはこのコードが適切と考えられるが、V反応あるいはY反応である可能性も否定できな
い反応であると言える。被検者が「黒いから影とも思った」と語っているのでそれ以上の明細化は求めな
かったが、『黒いから影というのはどう見たらいいですか？』とinquiryを続ける方法もあるが、あまり適
切ではないであろう（質問のしすぎにあたるであろう）。

反応例〔２〕24歳　女性（うつ病）　図版Ⅰ
　真ん中にスカートはいた女性がいて、手をあげている。Inq（真ん中にスカートはいた女性？）
手を挙げていて、指揮か何かをとっているのかな、吹奏楽団か何かの。スカートをはいていて、
足が透けて見える。（透けて見える？）こうスカートの中に足が見えて、スカートが少し透けて見
えているのかなと。色が違うので。
D４+　Mp.FVo　（H）.Cg

　Dd24とD３の領域の色の違いからスカートと足を知覚し、スカート越しに女性の足が見えるとしてい
る、いわゆる透明視が生じている。色の違い（濃淡の違い）でそう見えたと被検者が言語化しているので
FVにあたると考えられる。しかし、被検者が色と言及しているのが「灰色」なのか「濃淡」であるのか、
必ずしも明確ではない。スカートと女性の足の重なった部分が色が違うことから、半透明のスカートを通
して足が見えているという知覚をしており、陰影が奥行き感に影響を与えている可能性が高いが、中村

（2010）の（３）の上・下関係の知覚によるFDである可能性も完全に否定はできないと言える。
反応例〔３〕23歳男性（境界性パーソナリティ・自己臭恐怖）　図版Ⅸ
　金魚　Inq（金魚？）オレンジ色、尾ヒレ【D３】。緑の前にあるもの【D１】に隠れている。
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恐竜の頭【D１の下２／３くらいの部分】、上に人【D１の上１／３の部分】がしがみつくように乗っ
ている。そういうのに金魚が隠れている。
Dd＋　FM.FC.FD.M-A.H.（Ad）  FAB2.PHR

　D３とD１を合わせた領域（D12）恐竜にしがみつくように乗っている人の後ろに金魚が隠れていると
説明をしている。中村（2010）のFDの分類の（２）手前・後ろの距離感が出ている場合とも言えるが、
D３下の部分で色が重なっている箇所の陰影の影響があるかも知れない。もしも被検者が「色が重なって
いるので、後ろに隠れていると思いました」と言語化していたとしたら、FVの記号化のほうが適切かも
しれない。恐竜の頭に人がしがみつくことも、その後ろに金魚が隠れることも現実にはありそうもない組
み合わせ方であるので、レベル２の作話結合反応に当たると考えられる。

反応例〔４〕23歳男性（うつ状態）　図版Ⅶ（逆位置）
　こう扉、その奥に館なんですかね、森の奥に　Inq（扉、奥に館？）このへん切り取って【D４
の中央部分のみ】、このへん扉で、この辺に屋敷がある。（屋敷、館はどう見たら？）このへん【D28】
に屋根があって、この辺が屋敷の扉【D４の中央の輪郭が濃い部分】に見えた。（森の奥？）ああ、
そうですね、このへん【D４の両サイドおよびD３の領域を指す】で、木の多くある感じ【D３
の濃淡のあたりを指さす】ですね。　　　　
Dd+99　FD-　Sc.Na　1.0

　被検者の説明に濃淡の言及はなく、濃淡の濃い部分を輪郭として使用しているが、手前の扉、屋敷の扉
が説明されており、中村（2010）の分類の（２）の手前・後ろによって距離感が出てくる場合にあたり、
これに関してはFDのコード化が適切であろうと考えられる。森についてはD４の外側とD３の領域の濃
淡のあたりを指さしているので、VFあるいはYFのような見方をしていた可能性もあるかもしれない。「木
の多くある感じ」についてinquiryを加えるという考え方もあるだろう。

反応例〔５〕38歳男性（衝動行為）　図版Ⅱ
　人の足の裏　Inq（人の足の裏？）両足の裏【D２】、ここがかかと【D２の下の方】で、足がこうなっ
ている【斜めに立体的に見ているgesture】 
Do２ FD- Hd PHR

　足の裏が立体的に浮き上がって見えていることを説明しており、FDがコードとしては適切であろう。
三次元的な知覚をしているものの（足の裏が浮き上がっており、反対側すなわち図版の奥のほうに足が続
いているようなことを思わせる説明をしている）、どちらかというと小川（1976）の（１）知覚対象の三
次元的存在を強調しているようでもある。図版の特徴からして、濃淡（例えばDdS30の領域にある淡い
陰影）が立体感に寄与した可能性もあるかもしれない。この反応は単純な見方とも言えるし、形態把握が
かなり漠然とした反応であると言える。FDと記号化するとやや形態優位な反応のように見えるが、足の
裏の形態把握はそれほど明確ではなく、むしろ大雑把であるか漠然としているものと推測される。

反応例〔６〕38歳男性（衝動行為）　図版Ⅱ
　遠くに高い塔があって、階段　Inq（遠くに高い塔、階段？）遠くにある塔【D４】、真ん中が階段【D
４の下の部分】で、白いところが川、湖【DS５のDs27より下の部分】の感じで。滝【DdS９】があっ
て落っこちてくる。
DS+６ FD.mpu Sc.Na　4.5

　反応例〔５〕を出した同じ被検者が同じ図版Ⅱで続けて示した反応である。塔、階段、川、湖とみてい
るが、知覚はあまり構造化されている印象ではない。中村（2010）の分類による（１）大きい・小さいに
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よって距離感が出ている、あるいは（２）手前・後ろによって距離感が出ている、よって立体的な知覚が
生じている。
　この被検者は、この他にもFDあるいはV反応のコードをつけることはできなかったのであるが、立体
的・三次元的な知覚のようなものが生じているかもしれないようなことを示唆する反応が複数認められた。
図版ⅢやⅦの平凡反応の人を「斜め後ろから見たような感じ」と表現しており、この他にも「斜め上から
見た」「斜め下から見た」という表現の明細化が複数認められた。

反応例〔７〕20歳　男性（統合失調症）　図版Ⅳ
　大きな巨人というか、怪物から、口の中から突き破ったのかわからないけれども、竜がぱーっ
と出てきた。Inq（大きな巨人？）全体のところが大きな巨人に見えた。下から見上げているよう
に見えて、真ん中から少し裂けて穴があって【D３の下の部分】、何かが出てきているところあっ
て、竜のようなもの【D５】がばーっと出ている【立体的に飛び出してくるgesture】。真ん中の
線が軸になっている。（巨人はどう見たら？）下の、人が立っているところが足【D６】に見えて、
尖っているところが頭【D３】。顔が小さいので見上げている。（竜はどう見たら？）竜の顔【D１】
に似ている。目とか鼻とか口のように見えるので、黒く濃くなっているのが長いので竜のイメージ。
W＋　FM.FD.FVo　（H）.（A）　DV1.FAB2.MOR.PHR

　この反応は、２つの対象のありそうもない関係が想定されており、いわゆる作話結合反応（Fabulized 
Combination:FABCOM）にあたる。奇妙さの程度としては、かなり現実性を損なっているのでレベル２
のFAB２の特殊スコアが付くものと判断した。この反応では２種類の立体が知覚されている。一つは大
きな巨人であり、下からが見上げており、顔が小さく、足が大きいので巨人とみており、これはFDのコー
ドが適切であろう。反応形成の手掛かりとして、大きさの違いが手掛かりになっている。この反応にはも
う一つ立体の知覚があり、それは巨人から竜が【手前に】でていることである。質問段階では「黒く濃く
なっているのが長いので竜のイメージ」と陰影の効果を説明しており、こちらはFVに該当すると思われ
る。一つの反応にFDとFVが同居するという非常に珍しい反応になっている。巨人と竜、それぞれの知
覚はしっかりとしており適切であるが、その組み合わせ・結合が思考障害の特徴を有している。

反応例〔８〕22歳女性（心身症）　図版Ⅸ
　橋　Inq（橋？）これ【D６】です。私からこっちに向かっていて、橋がこうなっている感じ【遠
近法のgestureで自分の方に開いてくる様子を示す】こう奥に続いている。　
Do６　FD-　Sc

　非常に単純な見方であるが、D６のピンクの領域の形を、遠近法的に見ている。中村（2010）の言う
FDの手掛かりとして（１）大きい・小さいによって距離感が出ているのか、（２）手前・後ろによって
距離感が出ているのか、どちらかに当たるものと思われる。非常に単純な見方をしているのであるが、反
応決定因としてはFDしか該当しないであろう。
　以上７名の被検者の８つのロールシャッハ法において立体を知覚している反応を概観してきた。これ
らの反応の多くは決定因としてFDが記号化され、２つの反応はFVが記号化され、反応例〔７〕ではFD
とFVの両方が記号化されるという珍しい反応になっている。第４節で述べたように、V反応に比較して
FD反応は「自分のことを客観的に見る力」をあらわすと考えられており、その数が多すぎなければ肯定
的なサインとみなされる。しかし、ここに挙げた反応例は反応例〔１〕〔２〕以外は、形態水準の良い適
切な反応とは言えない。反応例〔７〕の形態水準は普通水準（o）であるが、作話結合反応となっており、
思考障害を推測される反応である。反応例〔３〕も個々の知覚は必ずしも不適切ではないが、その組み合
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わせは不適切であるといえる。また、「人が恐竜の頭にしがみついている後ろに金魚が隠れている」と反
応例〔７〕のように攻撃的・被害的な感覚が全面で出るような破壊的な明細化ではないものの、知覚統合
は適切ではなく奇妙なものになっている。また、反応〔３〕では、金魚については上から見ているような
知覚であるのに、それが「人と恐竜」の向こう側に見えるという知覚であり、被検者の知覚の不合理さ、
不安定さがうかがえる。
　反応例〔４〕〔５〕〔６〕は反応の中に立体をみており、現況のシステムとしてはFDの記号化が適切と
考えられるが、いずれも形態把握は未分化で、いくらか混乱しており、Fが前に出るいわゆる一次形態反
応として記号化することには疑問が残る。このような反応を解釈する際には形態水準や特殊スコアを同時
に見ながら慎重に吟味してゆく必要があるであろう。また、反応例〔８〕は結果として記号化はFDとな
り、他の記号がつく可能性は少ないと言えるが、比較的単純で漠然とした反応であり、内省力を示唆する
反応とはあまり考えられない。これらの反応を示した被検者たちは臨床群の中では比較的FD反応が多い

（V＋FDも多い）被検者であったが、決して内省的ではなく、反応例〔４〕の被検者、反応例〔５〕〔６〕
の被検者は心理療法を継続しているものの、どちらかというと内省に欠ける被検者であると心理療法担当
者は理解していた。
　反応例〔１〕と反応例〔２〕は今回のデータからはそれぞれ立体を知覚しており、その決定因はそれぞ
れFDとFVの記号化が適切と考えられる。しかり、反応例〔１〕の立体の知覚にインクブロットの陰影
が関係していないとは言い切れないし、反応例〔２〕が陰影によって立体感が生じているとは言い切れな
い面がある。これは、ロールシャッハ法の記号化は、被検者が言語化したことに基づいておこなうことが
原則とされており、濃淡が立体の知覚に影響を与えていたとしても被検者がそのことを言語化しない場合
や、濃淡の影響を（明らかに影響しているように検査者からは見えても）否定した場合は、Vを決定因と
して採用できない。このことはほかの決定因についても同じであるが、立体感の知覚はあるもののインク
ブロットの濃淡が取り入れられるかどうかで、それが否定的な内省か、肯定的な内省と理解されるかにつ
いては慎重になるべきであろう。
　FD反応やV反応については包括システムの自殺指標や抑うつ指標に採用されている。今回の反応例と
して紹介した７名の事例はうつや抑うつ状態を訴えているケースが比較的多い。反応例〔５〕〔６〕を示
した事例以外は、うつや抑うつ状態を示していた。一方で、内省力に関しては、反応例〔１〕、反応例〔２〕
の事例は心理療法において内省する態度が認められたが、それは自己否定的な側面が強く、その他の事例
では内省的とは言えなかった。反応例〔４〕を示した事例と、反応例〔５〕〔６〕を示した事例は、これ
らの被検者の内省がなかなか進まず、担当者が「自分の問題ときちんと向き合ってほしい」と感じ、対応
に苦慮していたケースである。FD反応については、その数だけでなく、形態水準や特殊スコア、どのよ
うに立体化を見ているか、その知覚の特質と明細化の特徴を十分に吟味しながら理解を進める必要がある
ようである。
　なお、これらの反応に関連する質問段階のInquiryについては、もう少し詳しく被検者に質問をして、
VかFDか、あるいはYかをより明確にするという考え方もあるであろう。しかし、そのように比較的詳
細にInquiryを行うことは必ずしも適切なことではないし、そのようなInquiryを実施したとしても適切
な確証は得られないかもしれない。VかFDか、あるいはYかは、被検者の言語化を丁寧にたどり、複数
の可能性を並行して吟味しながら、解釈を進めてゆくことが現実的であろうと思われる。今後はより多く
の立体を知覚する反応を収集することや立体を知覚する反応を多く産出する被検者のロールシャッハ・プ
ロトコルを詳細に検討し、これらの検討を加えたいと考えている。
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研究ノート

要旨
　本論では、志賀直哉の作品「梟」（1925）を対象に、フロイト『夢解釈』（1900）の理論と方法
に依拠して作中の夢を分析した。志賀は夢そのものを描くリアリズムを創造し、夢を素材とする
作品を初期から晩年まで数多く書いた。「梟」は、睡眠前と入眠直前の場面、夢の場面、覚醒後の
場面の三つで構成されている。この構成は芥川龍之介の晩年の夢を題材とする小説に影響を与え
た。
　夢は欲望の成就であることが、フロイトの理論の根幹にある。フロイトは、夢思考・夢工作・
夢内容の分離、言葉の連鎖による機知、自我の多層的呈示、夢中の会話の材料などについて重要
な考察を行った。「梟」の夢の潜在的な夢思考において、「私」は、睡眠前の場に不在だった人物
つまり母を夢の場に召喚したいという欲望を持つ。第三場面では、夢工作によって、不在の母を「梟」
という表象で描き、「ふくろ」という言葉として機能させ、表象＝言葉としての母を出現させる。

《ふくろ→おふくろ→おやじ》という言葉の音の連鎖と意味の関係によって、顕在的な夢内容が形
成され、洒落や機知が笑いを生み出す。夢の主体「私」は重層的に呈示され、夢の中の話も重層
的に形成されている。志賀直哉の「梟」の具体的な分析から、そのような夢の構造が現れる。
　夢を観察し描写する眼差しの独自性が、志賀が夢を描くリアリズムを支えている。自らの欲望
を成就する夢を表現すること自体が、志賀直哉の作家としての欲望を成就することでもあった。

キーワード：志賀直哉、梟、夢、無意識、フロイト

Ⅰ
　志賀直哉の「梟」は、大正14（1925）年1月1日発行の『婦人之友』第19巻第１号に掲載された1600
字程度の作品である。題名のとおり、「梟」が作中の夢の中に現れる。＊1

　志賀直哉は夢を素材とする作品を初期から晩年まで数多く書いている。志賀の同時代作家、芥川龍之介
は「雑筆」（1920）の「夢」の章で、「夢のやうな話なぞと云ふが、夢を夢らしく書きこなす事は、好い加
減な現実の描写よりも、反つて周到な用意が入る。何故かと云ふと夢中の出来事は、時間も空間も因果の
関係も、現実とは全然違つてゐる。しかもその違ひ方が、到底型には嵌める事が出来ぬ。だから実際見た
夢でも写さない限り、夢らしい夢を書く事は、殆不可能と云ふ外はない」と述べ、その例として志賀直哉
の小品「イヅク川」を挙げている。＊2

　「梟」の場合も、おそらく、志賀自身が実際に見た夢が素材となっている。志賀は固有のリアリズムの
方法、対象を可能な限り言葉でありのままに写し取る手法によって、自らが見た夢をそのまま描くことを

夢の分析－志賀直哉「梟」

An Analysis of Dreams in Naoya Shiga’s“Fukuro”

小林　一之
Kazuyuki Kobayashi
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試みた。その夢を中心に、夢の前に睡眠前の日常と入眠直前の場面を配置し、夢の後に覚醒後の場面を置
くことによって、夢を含めて三つの場面で構成している。この志賀の作品の構造は、芥川龍之介の「海の
ほとり」（1925）の冒頭部分、「死後」（1925）の全体に影響を与えている。芥川の晩年の夢の描写と夢を
小説に導入する方法は志賀から学んだと言えよう。
　一般的にはリアリズム作家として知られる志賀と夢との密接な関係は意外に思われるかもしれないが、
文芸評論家の高橋英夫は『志賀直哉 見ることの神話学』（1995）で、「志賀直哉はたしかに外界の正確な
把握の点で卓越したリアリズム作家であったが、それと同時にそれに劣らぬくらい、夢と想像力の作家で
もあったというふうに見てゆきたい」「リアリズムの純度が高められ、機能が複雑化し、視覚が強化され
るにつれて、リアリズムに夢のリアリティ、想像力のリアリティを成立させる力が補強されてゆく、と考
えるのが適切であろう」と述べている。＊3

　リアリズムの純度、特に視覚が強化されることによって、夢のリアリティを成立させる表現力が獲得さ
れたという高橋の観点は重要である。この夢を描くリアリズムの方法については、別途考察しなければな
らない。

Ⅱ
　本節では作品の展開を整理していきたい。志賀直哉「梟」は、睡眠前の日常と入眠直前の場面、夢、覚
醒後の場面という三つの部分から構成されている。
　作品の第一部は、「私」の睡眠前の日常の世界と入眠直前の場面である。

　夜具をよくはぐ上の児を自分の部屋に寝かす事にした。仕事で明け方までよく起きてゐ
るので、はぐ度かけてやれるからだつた。所が二番目の児も私の部屋に寝たいと云ひ出し、
二人では私も閉口なので一日措きに一人づつ寝せてやらうと云ふ事にした。そしてさう決
めた晩の事だ。私は夜明け近く床に入つてから山手繁昌記といふある雑誌の気楽な記事を
読みながら眠りに就いた。丁度カッフェーの条を読みながら眠つたので、それが直ぐ次に
書く夢に現れて来た。
　これからがその夢である。

　話者兼作中人物であり夢見の主体でもある「私」は、「上の児」がよく剥ぐ「夜具」をかけてやるために、
「自分の部屋」に寝かせることにした。「二番目の児」もそうしたいと言い出したが、二人では「私」も「閉
口」なので、一日おきに一人ずつにする。二人の子からすると、父を一日おきに分け合うことになる。子
が父の部屋で寝ない日は母のところで寝ているのかもしれないが、この場面では母が登場しないことに注
意したい。父・母・子という家族の三者関係の中で母は不在である。この家族の日常は、作者志賀直哉の
家族の現実に基づくと考えられる。二人の子を交互に寝かすルールを決めた日に夢を見るのだが、その決
定までに「私」の家族の中で、特に夫・父と妻・母の間で何らかのやり取り、話し合いが行われたと推測
される。その過程で「私」の感情の起伏があり、「閉口」する気持ちはその一つであろう。
　入眠直前の場面で、「私」は「山手繁昌記」という雑誌の「気楽な記事」を読みながら眠りにつく。「丁
度カッフェーの条を読みながら眠つたので、それが直ぐ次に書く夢に現れて来た。これからがその夢であ
る」と夢を語り出す。この記事は当時の世相や風俗に関するものであろう。「カッフェー」はコーヒーな
どを飲ませる店だが、女給が酌をする洋風の酒場も含まれる。この作品が書かれた1920年代の東京の新
風俗でもある。「カッフェー」が直ぐに夢に現れてきたとあえて書いたのは、直前に読んだものや経験し
た出来事が夢の素材となることを強調したいためなのかもしれない。
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　作品の第二部は夢の語りである。
　夢の舞台は「小さなカッフェーのやうな場所」、登場人物は「私」「E」「若い学生」「T」「若い美しい女」「年
のいつた給仕女」の六人である。夢は四つの小さな場面に分けられる。その場面ごとに分析していきたい。
　夢の第一場面の登場人物は、「私」と「E」の二人である。第一場面を引用する。

　私は椅子にかけ、毛糸のチョッキに合はしてボール紙を裁つてゐる。側にスウェーター
を着た、職工のやうな風のE（昔同級だつた元気な男）が立つて、それを見てゐた。私は
裁ち了つたボール紙をチョッキの間に挟み、それをEに手渡しながら、「かうして背中に
当てると空気が漏れないから、ずつと温かいよ」と云つた。然し汗でジトジトしてゐるか
ら温かくないかなと私は独り考へた。
　Eはそれを着る気か、薄汚れた暖簾を潜つて次のコック場の方へ行つた。何でも其処は
小さなカッフェーのやうな場所だつた。

　「私」は椅子に腰かけ、毛糸のチョッキに合わせて裁断したボール紙をチョッキの間に挟んで「Eに渡す。
「毛糸のチョッキ」「スウェーター」という服装から季節は冬であり、「E」の身体を温めることがこの場
面の主なモチーフとなっている。
　夢の第二場面の登場人物は、「私」「若い学生」「年のいつた給仕女」「若い美しい女」「T」の五人である。
第二場面を引用する。

　私の所から少し離れたテーブルに一人の若い学生が如何にも落ちつかない風でそはそは
してゐた。若者は到頭念ひ断つた様子で金を置くと急いで逃げるやうに出ていつた。
�「そら、御覧。折角来たのにちつとも側へ行つてやらないから帰つたぢやないか。可愛想
ぢやないの」
　年のいつた給仕女が、部屋の隅に立つて眉間にたて皺を作り、如何にも不愉快さうにし
てゐる若い美しい女にかういつた。

「いいのよ。今日は不愛想にしていい日なのよ。一ぺん措きと決めてあるのよ」
　妙な事もあるものだと自分は思つた。然し一遍措きなら、愛想のいい待遇を受ける為に
はいやでも一度はかういふ不愛想な眼に合はねばならぬのだと思ひ、その若者に一寸同情
した。それに引きかへ、あのしほしほと如何にも恋に思ひ悩んでゐるやうな、しをらしい
様子を作つてゐるT（二三年下の級にゐた男で何所か不良少年らしい風のあつた男）の横
着さはどうだ。さう思つて私は其方に眼をやつた。Tは丸い小さなテーブルに俯向き勝に、
何所までも初心者らしく、かしこまつてゐる。さういふ柄か、といひたいやうな気持で私
は苦々しく思ふ。

　この場面の中心にあるのは、「若い学生」の「若い美しい女」に対する欲望である。それに「年のいつ
た給仕女」が関わる。「T」もその場にいて、「私」は観察者に徹している。
　「年のいつた給仕女」の「可愛想ぢやないの」という言葉に対して、「若い美しい女」は「いいのよ。今
日は不愛想にしていい日なのよ。一ぺん措きと決めてあるのよ」と応える。「私」は「不愛想な眼」に合
わねばならない「学生」にちょっと同情するが、「初心者らしく、かしこまつてゐる」「T」に対しては苦々
しく思っている。この場面では、若い女の不愉快そうな様子と不愛想にしていい日という発言に注目した
い。
　夢の第三場面の登場人物は、「E」「私」、その他の人物は「皆」の中に含まれている。絵として描かれ「此
奴」と呼ばれる人物にもなる「梟」も加わる。以下が第三場面の引用である。
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　其時Eが又暖簾を潜つて出て来た。Eはよく肥つた赤い顔に人を馬鹿にしたやうな微笑
を浮ベながら、「おい皆聴け！　今俺が彼方の壁にかういふ具合に小さな梟を描いたんだ」
かういひながら手にした短い白墨で背後の壁に如何にも子供らしい下手な絵で小さな梟を
描いて見せた。「それから俺は此奴にかういふ事をいつてやつた。――お前にいいものを
やらうか？――ええ下さい。――さうか。それぢやあ、地震、雷、火事、親爺、どれでも
いい、この中の一つをやらう。選びなさい。かう云つたんだ。すると、其奴が云ふにはそ
れではどうぞ親爺を一人下さいまし――ははははは、どうだい、うまいだらう？」Eは得
意気に尚大きな声を出して笑つた。皆も一緒に笑ひこけたが、それがどういふ洒落か私に
だけは解らなかつた。

　「E」は第一場面でいったん退場するがここで再登場する。「E」は微笑を浮ベながらそこにいる「皆」
に語りかける。「E」は「梟」を描き、その「梟」に「いいもの」を与えてやるが、「地震、雷、火事、親
爺」から選べと迫る。「梟」が「親爺」を選択すると、「E」は得意気に大きな声を出して笑い、その場の
皆も一緒に笑いこける。しかし、「私」だけはその「洒落」を理解できないでいるところに注目したい。「梟」
は絵であり、「E」から「此奴」と呼ばれる人物でもある。この二重性もこの場面の鍵となる。
　夢の第四場面の登場人物は、「私」と「年のいつた給仕女」の二人である。

　私は尚暫く其所にゐたが、やがて帰らうと起ち上つた時に其処にゐた年のいつた給仕女
の掌に五十銭銀貨を置きながら、

「今の洒落は分らなかつたよ」といつた。
給仕女は笑ひながら、

「おふくろの方はもうあるぢやあ、ありませんか」
　この場面で、給仕女は「私」に「洒落」を解き明かす。この説明によって、「私」は洒落を理解したの
であろう。そして夢は終わる。
　作品の第三部は、覚醒後の「私」による夢の考察である。

　この下げは余り鮮かではない。然し夢の中の人物皆に通じてゐて、自分だけそれが分ら
ず却つて中の人物にそれを説明して貰ふ所が一寸興味があつた。此話をすると、或人が、
それは下げは一番先に自分で作つてゐるのだ。作ると同時にその前を見るのだといつた。
或ひはさうかも知れない。夢といふものは瞬間に随分長い事を見るものだから。
　壁に下手な梟の画を描き、それと問答をする事、そしてやらうといふものに事を欠き、
災難を並べる所が一寸面白く思へた。

　「私」はこの「下げ」は洒落として「余り鮮かではない」と考える。しかし、自分だけが分らないで夢
の中の人物に説明してもらうことに興味を持つ。確かに、覚醒後に夢見の主体が夢の中の洒落について気
づくという展開はあるが、夢の中で夢の中の人物が洒落を解き明かすことは珍しい。覚醒後ではなく覚醒
前の夢の中で、夢の中の人物、それも「私」ではない他者によって洒落が解明されるのである。
　さらに、「私」は、「或人」による「下げは一番先に自分で作つてゐる」「作ると同時にその前を見るの
だ」という話を紹介して、この説にある程度賛同する。夢の形成に関して、「夢といふものは瞬間に随分
長い事を見るものだ」と考える。最後に、「地震、雷、火事、親爺」という「災難」を並べるところが「一
寸面白く思へた」と述べる。「梟」が選んだ「親爺」が「災難」の一つでもあることを「私」は愉快に感
じたことも確認しておきたい。
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Ⅲ
　この節では、精神分析家ジークムント・フロイトの夢解釈の理論や方法に依拠して、作品「梟」の夢を
解明することを試みる。フロイト『夢解釈』（1900年）第6章「夢工作」の冒頭の文をまず確認しておきたい。

　われわれの目には、夢思考と夢内容とは、同じ一つの内容を違う二つの言語で言い表し
ているように見える。あるいは次のように言ったほうがよいかもしれない。すなわち、夢
内容とは、夢思考を違う表現様式の中へと転移させたもののように思われる。われわれと
しては、これらの原本と翻訳とを比べ合わせて、書き換えにあたっての記号法と統語法と
を学ばなければならないのである。夢思考のほうは、いったん知ってしまえば、われわれ
は造作なくそれを理解できる。夢内容のほうは、いわば絵文字で書かれているから、その
記号の一つひとつを、われわれは夢思考の言葉に転移させて行かねばならない。＊4

　潜在的な夢思考が夢工作によって顕在的な夢内容を生成していく。夢思考が「原本」であり、夢内容が
その「翻訳」である。「原本」から「翻訳」への書き換えが夢工作であり、「記号法と統語法」などの表現
の技法が使われている。「原本」「翻訳」「記号法」「統語法」という言語表現に関する用語で喩えられてい
るのは、夢の形成が文学作品の創造やその翻訳の過程と類似しているからであろう。自由連想による精神
分析と夢解釈は根源的に文学との深いつながりがある。
　また、「夢内容のほうは、いわば絵文字で書かれている」という箇所も興味深い。作品「梟」の夢では、

「梟」の絵が描かれ、それが「ふくろ」という言葉に置き換えられる。「梟」は絵というよりも、「ふくろ」
という言葉として存在している。＊5フロイトの言う「判じ絵」にも似ている。
　この「梟」を起点とする《ふくろ→おふくろ→おやじ》という洒落、機知が夢内容の中心に機能してい
る。フロイトは『夢解釈』第7章「夢過程の心理学にむけて」で、このような言葉の連鎖について次のよ
うに考察している。

　目標表象から自由になった連想の間違いのない印として、次の場合が観察されてきた。
すなわち、浮かび上がってくる諸表象（または心像）が、いわゆる表面的な連想の帯、つ
まり、音韻の共鳴、言葉の両義性、内的に意味の関連のない時間的符合、そういった、わ
れわれが機知や言葉遊びに際して許容するようなあらゆる連想によって、繋ぎ合わされて
いるように見える場合である。このような目印は、われわれを夢内容の諸要素から中間思
考へと、そして中間思考から本来の夢思考へと導いていくような思考結合にも当てはまる。
われわれは、多くの夢分析に際してそうした例を見出してきた。＊6

　この説明は夢解釈における「目標表象から自由になった連想」を対象としているが、その逆である夢工
作の過程についても該当する。《ふくろ→おふくろ→おやじ》はまさしく、「音韻の共鳴、言葉の両義性」
による「表面的な連想の帯」である。その連鎖、連想によって夢の中に「浮かび上がってくる諸表象（ま
たは心像）」と、その過程を夢の中の人物が機知として捉えることが、夢の顕在的な内容となっている。
　精神分析やその対象となる夢の解釈は、分析家と分析主体とのセッションの中で、分析主体が自由連想
によって実践していくものである。書かれたテキストについての精神分析は、その作者が分析主体となる
ことによってのみ可能である。当然のことではあるが、すでに亡くなっている作家に対しては不可能であ
る。
　精神分析的な観点によって作品の夢の意味を解釈する行為は、往々にして恣意的なものになる恐れがあ
る。解釈者の欲望を反映したものになるからである。本論ではそのような恣意性を可能な限り回避し、フ
ロイトの夢の理論に基づいて、作品で語られる夢の生成の過程についての分析に限定したい。フロイトの
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言う「原本」夢思考と「翻訳」夢内容を比較し、「書き換え」にあたって「記号法と統語法」夢工作を解
明する試みである。
　作品とそこで語られる夢は基本として物語の構造を持つ。物語の主要な枠組のうちで、登場人物、会話
とそれに関係する出来事が特に重要である。
　フロイトは『夢解釈』第6章「夢工作」の「C 夢による呈示の手段」で、「一つの夢の中で私の自我を
多層的に呈示することができる。ある時は直接に、別の時には余所の人との同一化を媒介にしてである」

「私自身の自我が、一つの夢で何回かに亘って現れたり、異なった姿形を取って登場したりすることがある」
と述べている。＊7

　また、「F例――夢における計算と会話」で、「夢工作には会話を創造することはできない」「夢はすで
にどこかで話されたか聞かれたことのある会話からその断片を抜き取ってくるという以上のことはしてい
ないことが分かる。そして夢は、これらの断片をあらん限り恣意的な仕方で取り扱う」とした上で、「夢
の中で会話として何らかの仕方で目立って前景に打ち出されているものは、実際に自ら発話した、または
耳にした話へと、すべて帰着させられる」と結論づけている。＊8

  つまり、夢見の主体「私」は、夢の中の様々な人物に同一化して自らを多層的に呈示することができる。
また、夢の中の会話は、現実の会話を素材としている。その会話と関係する出来事も現実の出来事である
可能性が高い。その会話や出来事は時にはそのままで時には加工されて夢の中の会話として出現する。
　夢は欲望の成就であることがフロイト夢理論の根幹にある。作品「梟」の夢について、夢思考、夢工作、
夢内容という観点から分析すると、潜在的な夢思考において、「私」は、睡眠前の場に不在だった人物、
母を夢の場に召喚したいという欲望があると推論できる。特に第三場面では、夢工作によって、「私」は「Ｅ」
に同一化し、不在の母を「梟」という表象で描き、その表象を「ふくろ」という言葉として機能させ、表
象＝言葉としての母を出現させる。この「ふくろ」という言葉を起点とする《ふくろ→おふくろ→おやじ》
という連接によって、顕在的な夢内容が展開していく。
　その過程を夢の四つの場面ごとに具体的に分析していきたい。
　第一場面では、「私」が毛糸のチョッキに合わせて裁断したボール紙をチョッキの間に挟んで「E」に
渡す行為が注目される。目的は「E」の体を温かくするためであるが、これが夢を解く鍵となる。
　睡眠前、夢見の主体「私」は、「上の児」がよくはぐ「夜具」をかけてやるために自分の部屋に寝かす
ことにするが、「二番目の児」もいるので一日おきに一人ずつにすることを決める。この行為と、夢の中
の「E」の体を温かくするために毛糸のチョッキに合わせて裁断したボール紙をチョッキの間に挟んで渡
す行為とは、体を冷やさないという目的において類似する行為である。
　また、夢の中の会話についても注目したい。前述のフロイトに従えば、顕在的な夢内容の会話は潜在的
な夢思考の会話に帰着する。夢の中の「私」が「E」に対して「かうして背中に当てると空気が漏れないから、
ずつと温かいよ」という言葉は、夢見の主体「私」が「上の児」に対して「夜具」をかけてやる際に実際
に話した言葉あるいは心の中で思った言葉が元になっているだろう。つまり、潜在的な夢思考の「私」が「上
の児」に「夜具」をかけてやる行為とその際に想定される発話が、夢工作によって、顕在的な夢内容の「私」
が「E」に裁断したボール紙をチョッキの間に挟んで渡す行為とその際の発話に形成されたと考えること
ができる。
　第二場面の顕在的な夢内容の中心にあるのは、「若い学生」の「若い美しい女」に対する欲望である。「若
い美しい女」が「如何にも不愉快さうに」して、「いいのよ。今日は不愛想にしていい日なのよ。一ぺん
措きと決めてあるのよ」と言うところが夢を解く鍵となる。顕在的な夢内容の会話は、潜在的な夢思考の
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会話に基づいている。「若い美しい女」の言葉は、夢見の主体「私」が実際に話したか聞いた言葉であろう。
夢見の主体「私」が二人の子を一日おきに一人ずつ自分の部屋に寝かせていたことに関連して、そのこと
を「一ぺん措きと決めてある」という意味合いの発話をしたか、あるいは心の中の思いとして表出した可
能性がある。その会話や表出、その状況が素材となって、女の言葉に変換されたという推論が成り立つ。
　フロイトの「私自身の自我が、一つの夢で何回かに亘って現れたり、異なった姿形を取って登場したり
することがある」という論をこの夢に適用すると、この「若い美しい女」は、夢見の主体の「私」が同一
化した人物であると考えることができる。つまり、夢思考の「私」が夢工作を経て夢内容の「若い美しい
女」に変換されている。そして、夢思考の二人の子を一日おきに一人ずつ寝かせるという事柄が、夢内容
の一度おきに愛想を良くするという事柄に対応している。「私」の二人の子の欲望の対象は父「私」である。
夢思考と夢内容の対応関係からすると、「若い学生」と「T」という二人の人物の欲望の対象が「若い美
しい女」であろう。夢思考における二人の子、「上の児」と「二番目の児」が、夢内容の「若い学生」と「T」
に変換されているとも考えられる。「年のいつた給仕女」が「若い美しい女」に対して「可愛想ぢやないの」
と言うが、これも不在の母が、父であり夫でもある「私」に同等の言葉を発した可能性がある。そうする
と、不在の母が「年のいつた給仕女」に変換されているのかもしれない。また、「私」の「閉口」してい
る気分が「若い美しい女」の「不愉快」な気分に反映されていると考えることもできる。
　つまり、潜在的な夢思考の「私」、「上の児」「二番目の児」、不在の母という人物が、夢工作によって、
顕在的な夢内容の「若い美しい女」、「若い学生」「T」、「年のいつた給仕女」という人物を生成したとい
う推論が成り立つ。別の観点からすると、夢見の主体「私」は、「若い美しい女」と「私」の二つに分裂
している。「私」の情動は、「若い美しい女」の不愉快な気分と不愛想な眼に合わねばならない「若者」に
対する同情、この二つの相反する情動として顕在的な夢内容に表現されているのかもしれない。
　第三場面になると、「私」の同一化の対象は第二場面の「若い美しい女」から「E」に転換したと考えられる。
夢は欲望の成就であることがフロイト夢理論の根本にある。夢見主体の「私」には、睡眠前の場に不在であっ
た母をこの場に召喚したいという欲望がある。「私」は「Ｅ」になり、「梟」という表象を「ふくろ」とい
う言葉として機能させ、表象＝言葉として不在であった母をその場に出現させる。この「ふくろ」という
言葉を起点として、《ふくろ→おふくろ→おやじ》という言葉の音の連鎖と意味の関係によって、顕在的
な夢内容が展開していく。「梟」を「此奴」と呼んで、四つの「地震、雷、火事、親爺」から欲望の対象
を選択させる。「梟」が「どうぞ親爺を一人下さいまし」と「親爺」を選んだのは、夢見の主体の睡眠前
の状況、「私」が二人の子を一日おきに一人ずつ寝かせることに関連がある。睡眠前の状況で実際に二人
の子が「私」父に対して、親爺を一人下さいという、親・父と一緒の部屋で寝たいという意味合いの言葉
を発したのかもしれない。さらに踏み込んで分析すると、この「梟」は母であり、子でもあるだろう。母
として「親爺」を子として「親爺」を選択した。「私」は母と子の欲望の対象となる。そして、そのこと
が「私」の欲望でもある。「おやじ・親爺・父」「おふくろ・お袋・母」「ふくろ・梟・子」という家族の
三者が形成される。しかし、この場面では「私」は皆が笑った「洒落」をまだ理解できないことを確認し
ておきたい。
　第四場面になると、給仕女が「私」に「洒落」を解き明かす。「おふくろの方はもうある」は、《おふく
ろ→ふくろ》という連鎖によって、「おふくろ」の代理表象としての「梟」の絵がすでにあり、言葉の対
立の論理によって、「おやじの方はまだない」ことを伝えている。その「おやじ」の不在を埋めるために、

「小さな梟」は親爺を選択する。「私」は「給仕女」に対して応答しないが、おそらく沈黙のうちに不意打
ちのような感じで、その言葉と意味の連鎖を理解したのであろう。
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Ⅳ
　作品の第三部をもう一度振り返りたい。夢からの覚醒後、「私」は「この下げは余り鮮かではない」と
考える。この「下げ」は、夢の第三場面で「梟」が「E」に対して「親爺を一人下さいまし」と答えた部
分を指すだろう。「E」の語り自体が落語を思わせるものがあり、この下げによってその場にいる「私」
以外の人物は笑いに包まれる。この場面で終了して、夢からの覚醒後に夢見主体が洒落や下げについて気
づくという展開もあるだろう。しかし、この夢では第四の場面が現れる。「給仕女」の説明によって「私」
は下げを理解する。つまり、「給仕女」はこの夢の下げの解釈者として位置づけられる。「私」は「給仕女」
の解釈によって、覚醒後ではなく、夢の中の最後の場面で《ふくろ→おふくろ→おやじ》という連接に気
づき、無意識的な次元に留まりながらも、「梟」という表象によって、《母・おふくろ》をこの場に召喚し
たいという欲望がすでに成就されたことを了解したという推論も成り立つ。この「給仕女」もまた「私」
の同一化の対象、偽装された他者としての「私」かもしれない。つまり、この夢の解釈は「私」から「私」
に伝達されたとも考えられる。
　また、この下げは笑いというモチーフにもつながる。この夢には、言葉の連鎖の機知によって笑いが生
まれる流れとその機知を理解できずに笑いから疎外される流れがある。第四場面でこの二つの流れが合流
しているところに、この夢独特の面白さがある。
　さらに「私」は、「或人」の「下げは一番先に自分で作つてゐる」「作ると同時にその前を見るのだ」と
いう説を紹介する。夢見の主体がまず第一に言葉の連鎖による洒落と下げを作る。それに基づいて、夢の
場面、登場人物、会話、出来事を作り出す。洒落と下げが先行して、夢の筋を生成する。夢の展開ではそ
の順序が逆転している。夢見の主体「私」はこの説にある程度まで賛同し、「夢といふものは瞬間に随分
長い事を見るものだ」と考える。
　フロイトは『夢解釈』第7章「夢過程の心理学にむけて」の「E 一次過程と二次過程、抑圧」で、「夢
過程が急速で瞬間的なものであるように見えるということは、前もって形成されていた夢思考が意識に
よって知覚されるという部分に関しては、正しいと思われる」「夢思考において、われわれは高度に複雑
化した、心の装置のほとんどあらゆる道具を動員して働く、ある種の知的な作業の証拠を認めた」と述べ
ている。 ＊9作品「梟」の場合も、夢思考がすでにある程度まで形成されていて、夢工作による下げ、言
葉の連鎖による洒落や機知、それに到る筋の展開も瞬間的に生成されたのかもしれない。
　志賀直哉は夢を描いた作品を多く生み出した。「作家の態度――志賀直哉氏をかこんで――」（志賀直哉・
佐々木基一・中村真一郎、1948年）という座談会で、「僕は割りに夢を書くんだ。初めから夢として書くなら、
何だって構わない。夢として嵌めこむなら構わないけれど、夢から得たものを現実的なものに変貌させる
のはいけないことだと思うね」と語り、夢を夢として書くことと夢から得たものを変換させて作品に取り
込むことの違いを指摘し、後者を戒めている。その理由を「夢の世界と現実の世界とは全然別なのを、そ
のヘンな世界を現実の世界へ持込むと変なことになる。変な厭なものが残る」と説明している。＊10「梟」
は夢を夢として描いた作品であろう。現実とは異なる「ヘンな世界」を可能な限りありのままの姿で表現
しようとした。
　志賀は自らの無意識が開かれることに対して忠実に向き合った。無意識の形成物としての夢をそのまま
定着させようとした。自我の多層的な呈示やシニフィアンの連鎖による機知によって、夢の主体「私」は
重層的に呈示され、夢の中の話も重層的に形成されている。「梟」の具体的な分析から、そのような夢の
構造が現れる。
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　さらに踏み込むなら、この夢には、多層的に呈示される「私」と共に、夢の世界を純粋に観察している「私」
も存在している。夢の中の「私」を夢の外の「私」が眺めているようでもある。その観察者としての「私」
の背後には、作者の志賀直哉の眼差しがある。夢を観察し描写する眼差しの独自性が、志賀が夢を描くリ
アリズムを支えている。自らの欲望を成就する夢を表現すること自体が、志賀直哉の作家としての欲望を
成就することでもあった。

＊１� �「梟」本文は、『志賀直哉全集第5巻』（岩波書店1999）に拠った。漢字は新字体、ルビは省略し、繰り返し記号
は文字に直した。全集の「梟」の後記（宗像和重）には次のような記述がある。
　　�  �　大正十四（一九二五）年一月一日発行の「婦人之友」第十九巻第一号に発表。文芸欄に掲げられているが、

菊池寛一「幸福」、島崎藤村「小屏風の言葉」とともに、日次では「随筆」とされている。巻末の「編輯委
員より」には、「新年号に島崎、志賀、菊池三氏の原稿を得たことも喜びでした。志賀氏の「梟」は寓意極
めて深く、如何にこの小話の中に、大きな人生がはつきりとうつされてゐることでせう。志賀氏のものと
しては、きは立つてフユモラスなものだと思ひます」とある。

　　�  �　同じく十四年四月、改造社より刊行された短編集『雨蛙』に収録。末尾に「（大正十三年十月）」と執筆
年月が記された。

　　�  �初出の雑誌では文芸欄の「随筆」に分類され、編集委員には「小話」とされている。『雨蛙』の本扉には、書籍名「雨
蛙」の下に「創作十一篇」とある。「随筆」「小話」「創作」と呼ばれているが、この論考では「作品」という呼
称で扱うことにする。

＊2� � 『芥川龍之介全集第七巻』（岩波書店1996）p.126
＊3 �  高橋英夫『志賀直哉 見ることの神話学』（小沢書店1995）p.44
＊4 � 『フロイト全集第5巻 1900年 夢解釈Ⅱ』（新宮一成訳、岩波書店 2011）p.3
＊5  �『雨蛙』本文および『志賀直哉全集第五巻』全集本文に、「梟」という字に「ふくろ」というルビが振られているので、

「ふくろ」と記した。
＊6  �『フロイト全集第5巻 1900年 夢解釈Ⅱ』（新宮一成訳、岩波書店 2011）p.316
＊7  『フロイト全集第5巻 1900年 夢解釈Ⅱ』（新宮一成訳、岩波書店 2011）pp.60-61  
＊8  『フロイト全集第5巻 1900年 夢解釈Ⅱ』（新宮一成訳、岩波書店 2011）pp.176-178
＊9  『フロイト全集第5巻 1900年 夢解釈Ⅱ』（新宮一成訳、岩波書店 2011）p.391
＊10 『志賀直哉全集第十四巻』（岩波書店1974、菊判全集）pp.71-72
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